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―あおぞら―

ドキドキ感を絶やさないために  
—第64回大気環境学会年会への参加をお待ちしています—

第64回大気環境学会年会長
福島国際研究教育機構／産業技術総合研究所

兼保 直樹

第64回大気環境学会年会を2023年9月13日（水）–15日
（金）の3日間、茨城県つくば市の産業技術総合研究所（中央
地区）において開催いたします。昨年の堺大会で3年ぶりの
対面形式の年会が復活しましたが、つくば大会でも可能な限
り対面参加を中心とした開催を予定しています。
よく言われるように、COVID19の時代に入り、これまで

「当たり前」と思われていたことが実は必ずしも当たり前で
はなかった例に気付かされることがあります。学会について
いえば、世界のどこからでも気軽にオンライン会議に参加で
きるようになった一方、多くの人が実際に集まって議論を交
わす場があることは、実はとても貴重で、ときには得がたい
体験の舞台になっていたことが、あらためて実感されます。
学生の皆さんにとって、多数の見知らぬ人の前で初めて自
らの研究発表を行うのは、多くの場合は学会の場だと思いま
す。そこで、全く想定していなかった質問を食らって、強気
で相手に切り返すのも、頭が真っ白になって教官に助け船を
出されるにしても、後から思い返せばそれが「研究の場に初
めて出た」かけがえのない経験になるでしょう。リアルな会
合に参加して得られる高揚感やドキドキ感は、今後メタバー
ス的な技術の進展があったとしても、オンラインで実現する
のは難しいのではと思います。
そのためにも年会の実開催は続いて欲しいと願いますが、
感染症の流行とは別の面から開催が難しくなってきている状
況があります。A–J会場といった10あるいはそれ以上の数
の会場を使用してきたこれまでの年会の形は、教室を潤沢に
使える「大学」and/or学生（会場係などとして動いてもらえ
る）を多く抱えた研究室のあるところ、といった暗黙の条件
が存在していたように思われます。学会の会員数が減少しつ
つあるなか、今後その条件を満たす開催地を探すのは大変に
なっていくでしょう。
一昨年、つくばでの年会開催を学会理事会から打診された
際、産業技術総合研究所の共用講堂内にある5つの会場での
開催を念頭に、「開催場所の制約の範囲内で実施できるよう
に、開催形式についてはこれまでのパターンにこだわらず柔

軟に対処するよう本部と協議する」との条件でお引き受けし
ました。今回の年会は、少ない会場数と少ない人数のスタッ
フで回す以外にも、申し込み方法や参加費支払い方法の変
更を始めとして多くの面で省力化、簡素化（経費節減ともい
う）を行っており、従来のパターンに慣れた古株の方々には
戸惑われることも多いかと思います。この背景には、本部お
よび現地実行委員会の準備・作業負担を少しずつでも軽いも
のに変えていかなければ、多数の会場を用意できるかどうか
以外の面でも今後の開催を引き受けてくれるところが探せな
くなるとの考えです。実開催によるドキドキ感を絶やさない
ためにも、これまでの「当たり前」は必ずしも当たり前では
なかったこととして、今大会で始めた上記の取り組みにご理
解をいただきたくお願い申し上げます。
学会の楽しみといえば、久しぶりに会う研究仲間と酒を酌
み交わし、旧交を温める“夜のセッション”を忘れるわけに
はいきません。しかし、年会ホームページでもお知らせしま
したように、今後の感染症の動向の不確実性の観点から、年
会全体としての懇親会は開催しないこととしました。残念な
ことではありますが、年会の懇親会が次第に豪華となり、学
生の皆さんにはおいそれとは出せない料金のものになってき
て、これはまずいのではと感じておりました。懇親会のあり
方も曲がり角にきていたのかもしれません。各分科会や若手
の研究グループの皆さんはそれぞれ独自に飲み会等を企画さ
れるでしょうが、特にそういったグループに属していない人
が、他の研究者と偶然知り合うことができるような小規模の
飲み会（別に飲まなくてもよいのですが、酒が好きなもので
ついこの形で考えてしまいます。）の形が年会の枠組みの中
でも今後作られていけばと夢想します。
なにやらつまらない話を書いてしまいました。要はドキド
キ感です。学生の頃に初めて学会で発表したときの胸の高鳴
りはいまだに忘れません。まだ残暑が残る中、研究の本質を
突くような質疑の応酬がつくばの地で繰り広げられることを
願っております。
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企業紹介

東京ダイレック株式会社
● 当社の紹介
当社は1986年に創業し、気体中に浮遊するナノ粒子・微小粒子の分析・測
定・発生・捕集・加工を行う機器・システムの販売を主たる事業としています。
現在は、25社以上の世界最先端の装置開発メーカーとパートナーシップを結び、
「環境」、「健康」、「産業」、「研究開発」の観点から幅広い分野で100種類以上計
測機器を提供しております。また、お客様のご要望に柔軟に対応し、メーカーの
垣根を超えたカスタマイズ・ソリューションも提供しており、経験豊富な技術ス
タッフにより、品質の高いアフターセールスサービスを行っております。
海外からの著名な専門家を交えたセミナーの開催や各学会、研究機関と連携
し、勉強会、共同研究などを推進しています。また、SDGs（持続可能な開発目
標）の趣旨に賛同し、積極的に取り組み、先進的な計測技術のリーディングカン
パニーとして、社会に貢献してまいります。

● PM2.5計測装置と全国保守サポート
環境省の定める PM2.5の測定法の中で、標準測定法／成分分析用捕集法に対応

する FRMシリーズ、等価測定法に対応する5014i、5030i SHARP、炭素成分測
定法に対応するカーボンエアロゾル分析装置、ガス成分の測定法に対応する機器
は、主に環境省および各自治体の測定局に設置されております。専門知識とノウ
ハウを持つ当社社員は全国各地に出向き、計測の質を維持するべく、日々努力し
ております。

● 先進的な研究のお手伝い
海外の取引先とともに、国内外の研究動向を共有しており、それらに対応する研究機器をお客様にご
提案させていただいております。例えば、大気中のマイクロプラスチックの計測、超微量粒子のサンプ
リングおよび組成分析などです。また、装置の小型化・ポータブル化が進んだことにより、多地点・広
範囲の大気環境モニタリングや移動を伴う機動的な計測ニーズに対応可能となってきております。ド
ローンへの搭載事例もあり、今後も様々なシーンでの活用が予想されます。当社では、PM2.5以外にも、
PM1、PM4、PM10、ブラックカーボン（BC）およびガスを計測可能なポータブル型装置を数多くライン
ナップしております。
最近ではWHOのガイドラインが更新され、PM2.5のガイドライン値が見直され、超微小粒子

（ultrafine particles: UFPs）や BCの計測が加わりました。このトレンドは各国の大気環境研究およ
び環境規制にも影響を与える可能性があります。例えば、UFPsの計測では欧州技術仕様 CEN/TS 

16976:2016（粒子個数濃度）および CEN/TS 17434:2020（粒径分布）に近い計測法および計測装置が必
要になると予測されます。当社では両技術仕様に則った装置を日本国内の研究者の方々にも安心してご

利用いただけるよう準備しております。その一環として、
メーカー認証の手法に加え、国家標準にトレーサブルな
基準器を使用した校正を実現しております。これにより
日本国内で迅速な修理・校正サービスを提供しています。

 （楊　柳）

東京ダイレック本社から見た近隣風景
（手前：新宿御苑、奥：新宿副都心）

PM2.5計測装置メンテナンス作業

UFPs計測装置：
SMPS 3938W50-CEN, 

CPC3750-CEN

（左図）PM2.5などの小型コネクティッド 

ステーション使用例
左： PALAS社 Fidassmart 

右上：TSI社 BlueSky™ 

右下：Ecomesure社 Ecomsmart 2
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支部だより 各支部のホームページもご覧ください。
学会ホームページ（https://www.jsae-net.org/）にリンクがあります。

北海道東北支部総会および研究発表会のお知らせ

大気環境学会北海道東北支部では、研究発表会を含む以下
の総会を予定しています。研究発表会は学会員でない方や他
支部の学会員も参加可能です。申し込みの案内は9月末を予
定しています。詳しくは以下の北海道東北支部のHPにてご

案内します。
https://sites.google.com/site/jsaehokkaidotohoku/

日　時： 2023年10月27日（金）10時30分～17時（予定）
会　場：やまぎん県民ホール（山形総合文化芸術館）スタジオ2

（〒990‒0828 山形県山形市双葉町1‒2‒38）

分科会・研究会だより 各分科会・研究会のホームページもご覧ください。
学会ホームページ（https://www.jsae-net.org/）にリンクがあります。

第64回大気環境学会年会 合同分科会のお知らせ

大気環境問題の「予報・予測」は重要な視点の一つです。
例えば、今年4月には大規模黄砂がニュースで大きく報道さ
れ、普段の天気予報と同様に、大気環境の予報が国民にとっ
ても大きな関心事となりました。また、長い時間スケールで
見ると、これからの気候変動に伴って大気環境がどう変化し
ていくのか、この視点も今後ますます必要となると考えられ
ます。このような背景から、「予報・予測」をテーマとして、
関連する3つの分科会・研究会による合同分科会を企画しま
した。みなさまぜひふるってご参加ください。

日　時： 2023年9月13日（水）16:10～18:40
会　場：産業技術総合研究所つくばセンター A会場（講堂）

（詳細は年会プログラム集をご参照ください）およ
びオンライン開催（オンラインをご希望の方は下記
の問い合わせ先までご連絡ください）

テーマ：分科会交流から考える大気環境問題の予報・予測
講演者：
・弓本　桂也 氏（九州大学応用力学研究所）
「大気環境予測と観測データ：観測情報を数値シミュレー
ションに取り込む」
・寺田　宏明 氏（日本原子力研究開発機構）
「原子力緊急時対応のための放射性物質大気拡散予測シス
テム」
・大島　長 氏（気象庁気象研究所）
「地球システムモデルによる大気環境と気候変動の予測」
世話人：
・大気環境モデリング分科会 板橋　秀一（電力中央研究所）
・放射性物質動態分科会 梶野　瑞王（気象庁気象研究所）
・気候変動研究会 永島　達也（国立環境研究所）
問い合わせ先：
・板橋　秀一（電力中央研究所）isyuichi@criepi.denken.or.jp

※ なお、年会参加方法については、年会ホームページ（https://
sites.google.com/view/jsae64aist/第64回大気環境学会年
会 /参加登録）をご確認ください。

北海道・東北

大気環境モデリング分科会
放射性物質動態分科会
気候変動研究会
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ごあいさつ 

第 64 回大気環境学会年会 

年会長 兼保 直樹 

(福島国際研究教育機構 / 産業技術総合研究所)

第 64 回大気環境学会年会を 2023 年 9 月 13 日(水)～15 日(金)の 3 日間、茨城県つくば市の産業技

術総合研究所（中央地区）において開催いたします。昨年の堺大会で 3 年ぶりの対面形式の年会が復

活しましたが、つくば大会でも可能な限り対面参加を中心とした開催を検討しています。よく言われ

るように、COVID-19 の時代に入って、これまで「当たり前」と思われていたことが実は必ずしも当た

り前ではなかった例に気付かされることがあります。学会についていえば、世界のどこからでも気軽

にオンライン会議に参加できるようになった一方、多くの人が実際に集まって議論を交わす場がある

ことは、実はとても貴重で、ときには得がたい体験の舞台になっていたことが、あらためて実感され

ます。学生の皆さんにとって、見知らぬ人の前で初めて自らの研究発表を行うのは、多くの場合は学

会の場だと思います。そこでは、全く想定していなかった質問を食らって、強気で相手に切り返すの

も、頭が真っ白になって教官に助け船を出されるにしても、後から思い返せばそれが「研究の場に初

めて出た」かけがえのない経験になるでしょう。リアルな会合に参加して得られる高揚感やドキドキ

感は、今後メタバース的な技術の進展があったとしても、オンラインで実現するのは難しいのではな

いかと思います。そのためにも年会の実開催は続いて欲しいと願いますが、感染症の流行とは別の面

から開催が難しくなってきている状況があります。A～J 会場といった 10 あるいはそれ以上の数の会

場を使用してきたこれまでの年会の形は、教室を潤沢に使える「大学」and/or 学生（会場係などとし

て動いてもらえる）を多く抱えた研究室のあるところ、といった暗黙の条件が存在していたように思

われます。学会の会員数が減少しつつあるなか、今後その条件を満たす開催地を探すのは大変になっ

ていくでしょう。 

一昨年、つくばでの年会開催を学会理事会から打診された際、産業技術総合研究所の共用講堂内に

ある 5 つの会場での開催を念頭に、「開催場所の制約の範囲内で実施できるように、開催形式につい

てはこれまでのパターンにこだわらず柔軟に対処するよう本部と協議する」との条件でお引き受けし
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ました。今回の年会は、少ない会場数と少ない人数で回す以外にも、申し込み方法や参加費支払い方

法を始めとして多くの面で省力化、簡素化（経費節減ともいう）を行っており、従来のパターンに慣

れた古株の方々には戸惑われることも多いかと思います。しかし、実開催によるドキドキ感を絶やさ

ないためにも、これまでの「当たり前」は必ずしも当たり前ではなかったこととして、ご理解を頂き

たくお願い申し上げます。まだ残暑が残る中、研究の本質を突くような質疑の応酬がつくばの地で繰

り広げられることを願っております。 

- 5 -— 5 —



第 64 回大気環境学会年会

主 催  

後 援  

協 賛  

会 期  

会 場  

年会事務局 

学 会 長 

年 会 長 

実行委員長 

事 務 局 長 

常 任 理 事 

公益社団法人 大気環境学会 

環境省、日本学術会議、全国知事会、全国市長会、茨城県、つくば市、産業技術総合

研究所 

(公財)日本環境協会、(一社)産業環境管理協会 

2023 年 9 月 13 日(水)～15 日(金) 

産業技術総合研究所 共用講堂 (〒305-8561 茨城県つくば市東 1-1-1) 

産業技術総合研究所 第 64 回大気環境学会年会事務局 

伊豆田 猛 (東京農工大学) 

兼保 直樹 (産業技術総合研究所) 

篠原 直秀 (産業技術総合研究所) 

秦 寛夫 (産業技術総合研究所) 

奥田 知明（慶應義塾大学） 

プログラム概要

日程 午前 午後 夕方 

9 月 13 日 (水) 学生・若手研究者口頭発表 

技術セミナー、ポスター発表

（一般、学生・若手研究者）、特

別集会 

分科会 

9 月 14 日 (木) 一般口頭発表 
技術セミナー、総会、 

受賞記念講演 

分科会、 

特別集会 

9 月 15 日 (金) 一般口頭発表 特別集会 - 

＊期間中は全日、環境機器展を開催します。協賛企業の最新機器の展示や技術・サービスの紹介が

ありますので情報交換の機会として、是非ご参加下さい。また、それに関連する技術セミナーをお

昼休憩時に実施します。昼食のご用意もございますので（各室先着 50 名）、是非ご参加下さい。 

＊今年度も懇親会は開催いたしません。 

＊公開シンポジウム等の開催は予定しておりません。 

＊学生・若手研究者による口頭発表と口頭発表賞の審査を 9 月 13 日午前に開催します。また、学

生・若手研究者ポスター発表賞の審査と一般投票を 9 月 13 日午後のポスター発表時に行います。 
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大気環境学会行事

開催日 行事名 開催時間 会場 

9 月 12 日（火） 
令和 5 年度第 1 回 

支部長会 
14:00～15:30 共用講堂小会議室 

9 月 12 日（火） 
令和 5 年度第 2 回 

理事会 
16:00～17:00 共用講堂小会議室 

9 月 13 日 (水) 年会プログラム委員会 18:30～19:30 
第一事業所 1-1 棟 3 階 

第 8,9,10 会議室 

9 月 14 日 (木) 分科会連絡会 11:35～12:20 
第一事業所 1-1 棟 3 階 

第 9,10 会議室 

9 月 15 日 (金) 編集委員会 12:30～13:30 
第一事業所 1-1 棟 3 階 

第 8,9,10 会議室 
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年会参加者へのご案内 

１．年会当日の受付 

場所：共用講堂1階ロビー 

日時：9月13日（水）8:30～17:00 

9月14日（木）8:30～17:00 

9月15日（金）8:30～15:00 

（１）受付での参加登録確認

受付にてご自分の参加証をお受け取りください。総会を欠席される方は、総会委任状をご提出くだ

さい。なお、本年会より事前の参加登録者のみの受付対応を行うこととしております。当日の受付に

おける現金の拝受はできませんのでご注意ください。 

（２）参加証の着用について

年会会場へ入場する際は、必ず参加証をご着用ください。参加証のない方の入場はお断りすること

があります。 

２．プログラム集・講演要旨集 

プログラム集（冊子体）は当日配布します。参加登録者には年会ホームページから講演要旨集の 

PDFファイルを閲覧、ダウンロードできるようにします。当日の参加申込者につきましては受付時に

プログラム集をお渡しするとともに講演要旨集のPDFへのアクセスするID・パスワードをお伝えいた

します。また、プログラム集と講演要旨集のPDFへのアクセスID・パスワードを追加購入したい方には

受付にて5,000円で販売いたします（Peatix上における販売となりますので現金の授受は行いません）。 

３．一般研究発表（口頭発表）について 

（１）発表方法

各会場入口に用意している発表者リストに○印をお付けください。発表時間は、一般研究発表では

講演11分・質疑応答3分（計14分）です。発表にはPCを使用していただきますが、音声の出力はできま

せん。 

（２）データの持ち込み方法

口頭発表の演者は、発表当日の9:00より前に発表用ファイルを発表会場にあるPCにコピーしてくだ

さい。USB メモリが使用可能です。発表スライドの区別のため、ファイルをコピーする際はファイル

名の先頭に発表者ご自身の講演番号を記載してください。翌日以降発表予定のスライドの事前コピー

も可としますが、ファイルのコピーで混雑している場合は当日発表を優先します。Mac使用の場合は

Windows データに変換するか、PC本体の持込をお願いします。また、発表時に動画再生を行う場合も

ファイル容量や動作の不確実性の観点から、ご自身のPCでの発表をお願いします。接続ケーブルは

HDMIです。 
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発表時間は連続しているため、途中でファイルをコピーする時間はありません。発表の際は演者 

ご自身でPC操作を行ってください。円滑な進行のため、PC 接続等のトラブルによる発表時間の延長

はいたしませんのでご注意ください。 

事務局で用意したPCにコピーした発表データは、学会終了後に事務局で責任を持って消去いたしま

す。 

発表に使用するPCについては以下のとおりです。 

（ア）会場設置のPC を使用する場合

・OS：Windows 10 Pro

・使用ソフト：Microsoft PowerPoint（2016）

・データコピー：USBメモリが使用可能

・発表ファイルをPCへコピーした後、動作をご確認ください。

（イ）ご自身のPC 本体を持参する場合

・Windows、Macのいずれも使用可能です。

・HDMIケーブルへの接続可能な状態で持参ください。変換コネクタが必要な場合はご自身でご持参く

ださい。また、電源接続コードも必ず持参ください。

・必ず事前の接続確認をお願いします。

・発表時間となりましたら、演台上に置かれているHDMIケーブルをご自身のPC につないでご使用く

ださい。

（ウ）USBメモリ等外部電磁記録媒体のご利用ができない場合の対応

 所属機関でUSBメモリがご利用できない場合に備え、今年度は発表スライド保存用のクラウドサ

ービスを行います。クラウドサービスへのアップロードは年会事務局で行いますので、ご希望の方

は9月11日（月）までに年会事務局のメールアドレス（jsae64aist@gmail.com）に発表スライドをお送

りください。クラウドサービスをご利用の場合は、年会運営側でクラウドサーバーからスライドを

PCに予め保存しておきますので、発表前の動作確認を事前に行ってください。詳細は別途、学会事

務局よりメールにてご案内します。 

（３）座長の方へ

受け持ちの研究発表の開始20分前までに会場入口に用意している座長リストに○印をお付けいた

だき、10分前までに「次座長席」にご着席ください。 

発表時間は、一般研究発表では講演11分・質疑応答3分（計14分）です。進行の一切は座長にお任せ

いたします。しかし、発表の取り消しがあっても次の講演を繰り上げることなく、プログラムどおり

の講演発表時刻での進行をお願いします。また、やむを得ない場合を除き、各発表者の持ち時間内で

処理してください。なお、今年度より座長2名制を採用します。 

（４）質疑応答について

質疑応答の際には会場に設置してあるスタンドマイクの場所までお越しいただき、ご発言ください。

会場係がマイクを運ぶことはいたしませんのでご了承ください。 
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４．ポスター発表 

（１）ポスターの作成要領

ポスター会場のパネルサイズは、縦210cm、横90cmです。このサイズを

超えないように作成してください。A0判縦のサイズが標準となります。

また、パネル上部左側に演題番号（20cm×20cm）を掲示しております。 

（２）ポスターの掲示

ポスター会場は共用講堂1FのE会場（多目的室）、F会場（ホワイエ）、

およびG会場（2階ロビー）です。E会場には学生・若手研究者ポスターと

一般ポスターを配置します。ポスター発表は、9月13日（水）13:30～16:00

に行います。ポスター番号が奇数の方は13:30～14:45、偶数の方は14:45

～16:00にポスターの前に立ち、参加者の質疑に対応してください。ポ

スター発表の受付はございません。プログラムでポスター番号をご確認の上、指定された番号のパネ

ルに13:00までに掲示してください。画鋲等は会場に用意します。

（３）ポスターの掲載期間

年会期間中ポスターを掲示することができます。ただし9月15日（金）の9時までにポスターを撤去

してください。それ以降に掲示されているポスターは事務局で撤去し、処分いたします。 

５．特別集会・分科会 

特別集会および分科会でも各会場に設置しているPCをお使いください。PC の詳細については「３．

一般研究発表（口頭発表）」をご覧ください。 

６．講演番号について 

講演番号は以下のような書式で構成されます。 

① 一般研究発表：「1D1030」等の番号で表し、

・最初の数字が講演日（1：9月13日（水）、2：9月14日（木）、3：9月15日（金））

・次のアルファベットが会場名

・最後の4 桁の数字は講演開始時間

をそれぞれ表します。例えば「1D1030」は、1日目（9月13日（水））、D会場で10:30からの講演です。

学生・若手研究者口頭発表賞の選考対象講演には、講演番号の最後に「#」印が付与されています。 

② ポスター発表：「P-23」等の番号で表され、発表の際のパネルに掲示された番号に対応します。学

生・若手研究者ポスター発表賞の選考対象ポスターには、講演番号の最後に「#」印が付与されていま

す。詳細は「４．ポスター発表」をご覧ください。 

③ 特別集会・分科会：「3B0900–1」等の番号で表し、

・最初の数字が講演日（1：9月13日（水）、2：9月14日（木）、3：9月15日（金））

・次のアルファベットが会場名

・それに続く4桁の数字は特別集会・分科会の開始時間、－（ハイフン）以降の数字はその集会内の
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講演順をそれぞれ表します。例えば「3B0900–3」は、3日目（9月15日（金））、B会場で9:00からの特

別集会・分科会で3番目の講演です。 

７．学生・若手研究者の優れた発表に対する表彰 

本年会では、口頭発表とポスター発表において、学生と若手研究者を対象に優れた発表を表彰しま

す。審査員及び一般参加者（ポスター発表のみ）が、研究の理解度、表現のわかり易さ、発表姿勢、

質疑応答、今後の発展性などの観点から審査・投票を行い、選考委員が受賞者を選考・決定します。

受賞者は総会において発表し、賞状の授与を行います。学生・若手研究者によるポスター発表時の一

般投票に御協力をお願い致します。 

８．環境機器展・技術セミナー 

環境機器展を共用講堂1階ホワイエ（F会場）で開催します。展示時間は9月13日（水）～9月15日（金）

の9:00～17:00（最終日は15：00まで）です。協賛企業の最新機器の展示や技術・サービスの紹介があ

りますので、情報交換の機会として、是非ご参加下さい。機器展会場には休憩スペースと無料ドリン

クコーナーを用意しています。また、各機器展を巡ってスタンプを集めると景品がもらえるスタンプ

ラリーを開催します。

9月13日（水）12:40～13:20 および14日（木）11:35～12:30 に、中会議室（C会場）と小会議室（D

会場, 1日目のみ）にて出展企業による技術セミナーを開催します。両日とも各室先着50名まで、例

年以上に充実したお弁当とお飲み物をご用意しておりますので、是非ご参加下さい。 

環境機器展や技術セミナー、広告掲載を通じて関係各位から本年会の開催に多大なご支援をいただ

いております。環境機器展や技術セミナーへの年会参加者の皆様の積極的なご参加をお待ちしており

ます。 

９．その他 

(1) プログラム集は直接お渡しします。手提げ袋は準備しておりませんので、各自のカバン等をご利

用ください。

(2) 会場に年会参加者用の駐車場はありませんので、公共の交通機関をご利用ください。

(3) 学会会場まではつくば駅から関東鉄道バスをご利用頂けます（会場案内参照）。また、会期中は

路線バスとは別に8時ごろから9時頃にかけてつくば駅から産総研構内まで貸し切りバスを4便運

行する予定です。貸し切りバスの乗り場や出発時刻等詳細は決まり次第年会webページに掲載す

る予定です。なお、お帰りの際は貸し切りバスの運行はございません。つくば駅に向かう路線バ

スは時間帯によっては混雑が予想されますので、東京方面へお向かいの方は、会場最寄りのバス

停（並木二丁目、つくば駅方面と反対側の乗り場）からダイレクトに、しかも、ゆっくり座って

行ける東京駅行きの高速バスの利用も是非ご検討ください（キャンペーン期間中につきICカード

ご利用の場合の運賃は950円です）。 

(4) 敷地内および周辺道路は全面禁煙です。

(5) 発表会場内では携帯電話による通話はご遠慮ください。

(6) ゴミはお持ち帰りください。
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(7) 会場内での呼び出しは行いません。

(8) 昼食は産総研内の食堂（産総研内マップ参照）をご利用ください。また、技術セミナー開催時に

配布（先着順）されるお弁当もぜひご利用ください。

(9) 会場内にはゲスト用の無線 LAN があります。無線 LAN のパスワードは A-D 会場内の扉に掲載され

ています。接続が集中すると無線 LAN に繋がりにくくなることがありますがご了承ください。

(10）会場は 19 時で完全閉館となります。19 時までの撤退をお願いします。

(11) 会場にはロッカーがありますので適宜ご利用ください。ただし、数および大きさに限りがあり

ますことご了承願います。
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◆会場アクセス

＜年会会場＞ 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 つくば中央 共用講堂 

〒305-8561 茨城県つくば市東 1-1-1 

経路 

・つくばエクスプレス「つくば駅」下車、つくばセンター4番乗場から「荒川沖行」約 20 分

「並木二丁目」バス停下車

・JR 常磐線「荒川沖駅」下車、西口バスターミナルから「つくばセンター行」約 30 分「並木

二丁目」バス停下車
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◆会場案内

産総研内マップ
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共用講堂 1 階 

 
 

共用講堂 2 階 
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環境機器展会場地図（F会場） 
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会場一覧 
 
 

    
会場 階 部屋名称 発表など 

A 会場 1 階  講堂 口頭発表（一般、学生・若手研究

者）、分科会、特別集会、総会、受

賞記念講演 
B 会場 2 階  大会議室 口頭発表（一般、学生・若手研究

者）、分科会 
C 会場 1 階  中会議室 一般口頭発表、分科会、技術セミナ

ー 
D 会場 1 階  小会議室 一般口頭発表、分科会、技術セミナ

ー 
E 会場 1 階  多目的室 ポスター発表（一般、学生・若手研

究者） 
F 会場 1 階 ホワイエ 一般ポスター発表、環境機器展、 

無料ドリンクコーナー 

G 会場 2 階  ロビー 一般ポスター発表 

受付 1 階  ロビー 総合受付 
年会本部 1 1 階  控室 年会事務局 
年会本部 2 2 階  控室 年会事務局 
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第第 6644 回回大大気気環環境境学学会会年年会会  会会場場別別日日程程表表  

※表中の上段の氏名は座長を、下段の氏名は演者を表しています。

99 月月 1133 日日（（水水））午午前前  

99 月月 1133 日日（（水水））午午後後  

ポスター発表の際に、学生・若手研究者ポスター発表賞選考のための一般投票を実施しますので（E会場、ポスター番号 P-

01#～P-45#）、投票に御協力をお願い致します。

15 30 45 00 15 30 45 00 15 30 45 00 15

多目的室
（72）

F

G

C

D

E （13:00までにポスター掲示：ポスター番号1～60）

9:00-17:00　機器展
（13:00までにポスター掲示：ポスター番号61～100）

（13:00までにポスター掲示：ポスター番号101～118）２階ロビー

ホワイエ

中会議室
（72）

小会議室
（48）

A
学生・若手1

（PM）

早川和一，板橋秀一

B

学生・若手2
（酸性雨・沈着
／ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ・
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ）

渡辺幸一，皆巳 幸也

阪口
悠宇

Hanyu
JI

Snehal
Pujari

奥田
庸

多和田
惟吹

藁谷
知輝

講堂
（390）

大会議室
（140）

会
場

発表部門
9:00 10:00 11:00部屋番号

（収容人数）

12:00

大内
菜々子

村田
尚弥

武
照杰

楊
柳

野田
悠介

藤原
梨花

北野
洸太朗

谷
悠人

福田
圭佑

篠原
和将

篠崎
大樹

上原
七海

田中
晃成

阪井
悠樹

八木橋
依吹

藤谷雄二，田中伸幸

星純也，早崎将光

友松
瑛里

伊藤
和一朗

前川
哲平

越口
蒼士

湯淺
玲奈

17:00  18:00

40 20 30 00 00

13：30-16：00 ポスター発表（番号101～118）
（奇数番号コアタイム13:30-14:45，
偶数番号コアタイム14:45-16:00）

13：30-16：00 ポスター発表（番号61～100）

9:00-17:00　機器展

13：30-16：00 ポスター発表（番号1～60）
（奇数番号コアタイム13:30-14:45，
偶数番号コアタイム14:45-16:00）

分科会３
（植物分科会、酸性雨分科会）

分科会４
（臭気環境分科会）

技術
セミナー1

技術
セミナー2

会
場

部屋番号
（収容人数）

E
多目的室

（72）

F ホワイエ

G ２階ロビー

B
大会議室

（140）

C
中会議室

（72）

D
小会議室

（48）

A
講堂
（390）

12:00 16:00

分科会１（大気モデリング分科会、放
射性物質動態分科会、気候変動研

究会）

13:00 14:00

分科会２（環境大気モニタリング分科
会、モビリティ分科会、都市大気エア

ロゾル分科会）

15:00

10

特別集会1
「光化学オキシダント問題に資する研究最前線」
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99 月月 1144 日日（（木木））午午前前  

 
 
 
 
99 月月 1144 日日（（木木））午午後後  

 
 
 
 
  

15 30 45 00 15 30 45 00 15

松本淳，森川多津子

嶋寺光，黒川純一 吉村有史，山地一代

松本
淳

佐々木博行，久恒邦裕

速水
洋

大塚
英幸

長谷川
就一

嶋寺
光

河野
なつ美

吉村
有史

渡邊
明

伴
聡美

山口高志，南齋勉

堅田
元喜

徐
懋

徐
懋

F ホワイエ
9:00-17:00　機器展

ポスター掲示

G ２階ロビー ポスター掲示

D
小会議室

（48）
酸性雨・

沈着

E
多目的室

（72）
ポスター掲示

板橋
秀一

山地
一代

江角
敏明

黒川
純一

高原
歩美

野口
泉

村木
直美

小野寺
章

王
イセイ

奥田
知明

茶谷
聡

森
樹大

米持
真一

早崎
将光

村田
浩太郎

C
中会議室

（72）

動物・疫学・
ﾘｽｸ／

粒子状物質1

中井里史，堺温哉

友永
泰介

伊藤
剛

B
大会議室

（140）

数値解析・
モデリング／
気候変動1

茶谷
聡

A
講堂
（390）

光化学
オキシダント1 伊藤

晃佳

米持真一，長谷川就一

11:00会
場

部屋番号
（収容人数）

発表部門
9:00 10:00

12:40 15:10 15:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  18:00会
場

部屋番号
（収容人数）

A
特別集会２

「大気中マイクロプラスチックの実態解明と健康影響評価」

11:35　　　　　　 　　 12:30

分科会５（室内環境分科会）

C 分科会６（健康影響分科会）

講堂
（390）

大会議室
（140）

中会議室
（72）

総会・受賞記念講演

技術
セミナー3

G

ホワイエ

２階ロビー

B

D

E

F

小会議室
（48）

多目的室
（72）

 9:00-17:00 機器展

ポスター掲示（9月15日9:00までに撤去）

ポスター掲示（9月15日9:00までに撤去）

ポスター掲示（9月15日9:00までに撤去）
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99 月月 1155 日日（（金金））午午前前  

99 月月 1155 日日（（金金））午午後後  

30 45 00 15 30 45 00 15 30 45 00 15

熊谷
貴美代

菊池
麻希子

久恒
邦裕

浦西
克維

東海
創太

田中
伸幸

島田
幸治郎

佐藤
久成

桐山
悠祐

加藤
俊吾

長田和雄，星野邦広

黄瀬佳之，山口真弘 

9:00-15:00 機器展

我部
正志

佐藤
友規

森川
多津子

田中
亮志

武藤
洋介

中島
寛則

吉門
洋

大井
菜ノ香

中寺
美月

近藤美則，伊藤晃佳板野泰之，森樹大

美藤
昂介

浦島
未有

黄瀬
佳之

山口
真弘

田中
茂

田中
茂

柏倉
桐子

玉置雅紀，青野光子

F ホワイエ

G ２階ロビー

D
小会議室

（48）
有害化学物質／

植物影響 木口
倫

田中
伸幸

齋藤
佑樹

小野寺章，渡辺誠

E
多目的室

（72）

松本
潔

板野
泰之

C
中会議室

（72）
気候変動2／
移動発生源

星野
邦広

長田
和雄

板橋
秀一

橳島
智恵子

國分
優孝

山神
真紀子

星
純也

B
大会議室

（140）
光化学オキシダント2

／VOC

小山
翔

佐藤
 啓市

池盛
文数

桐山悠祐，島田幸治郎 加藤俊吾，岩田歩

10:00 11:00 12:00

A
講堂
（390）

粒子状物質2

池盛文数，弓場彬江 熊谷貴美代，松本潔

西村
理恵

会
場

部屋番号
（収容人数）

発表部門
9:00

石割
隼人

中尾
賢志

佐藤啓市，竹内淨

16:00

30 45 0 30 45 00 15 30 45 00 15 30 45 00

特別集会３
「オゾン生成機構解明に基づくオゾン削減効率の推定

―これまでとこれから―」

F 9:00-15:00　機器展

G

部屋番号
（収容人数）

講堂
（390）

大会議室
（140）

中会議室
（72）

E

小会議室
（48）

多目的室
（72）

D

ホワイエ

２階ロビー

会
場

12:00 13:00 14:00 15:00

A

B

C

- 20 -— 20 —



総会・受賞講演 

令和５年度大気環境学会総会

日 時 ： 令和 5 年 9 月 14 日（木） 12：40～15：10 
会 場 ： A 会場（講堂） 

１．年会総会 

(1) 大気環境学会年会長挨拶

(2) 大気環境学会賞及び論文賞の表彰

(3) 学生・若手研究者発表賞（口頭、ポスター）の発表、表彰

(4) 学術賞（斎藤潔賞）受賞記念講演

座長：島正之（兵庫医科大学）

1. 大気粉じん中の微量元素の特性や同位体比を用いた長距離輸送を含む起源や発生源

解明に関する研究

向井人史（国立環境研究所）

2. ガス・粒子状物質の乾性沈着および大気－地表面交換に関する研究

松田和秀（東京農工大学）

２．定時総会 

(1) 大気環境学会会長挨拶

(2) 来賓祝辞

(3) 議長選出

(4) 議事

① 令和 4 年度事業報告，収支決算報告及び監査報告

② 令和 5 年度事業計画及び収支予算報告

③ 名誉会員の推戴

④ 第 65 回及び第 66 回大気環境学会年会の開催地

⑤ 報告事項

⑥ その他

- 21 -— 21 —



大気環境学会 学術賞（斎藤潔賞）受賞者 

1. 大気粉じん中の微量元素の特性や同位体比を用いた長距離輸送を含む起源や発生源

解明に関する研究

向井人史（国立環境研究所）

2. ガス・粒子状物質の乾性沈着および大気－地表面交換に関する研究

松田和秀（東京農工大学）

大気環境学会 進歩賞受賞者 

泥炭火災による越境ヘイズを中心とした東南アジアの大気質に関する観測研究

藤井佑介（大阪公立大学）

論 文 賞 
（大気環境学会論文賞）

東京都内における VOC 個別成分濃度観測に基づく排出インベントリと大気質シミュレー

ションの検証［57 巻 2 号］

茶谷聡，國分優孝，星純也

（大気環境学会 AJAE 論文賞） 
Detection of Ship Fuel Sulfur Contents in Exhaust Plumes at the Kanmon Straits, Japan, 
before and after the Global Sulfur Limit 2020［AJAE Vol. 16, No. 3］ 

Hiroshi Hayami, Yuta Iga, Syuichi Itahashi, Kazuhiko Miura, Tatsuhiro Mori and 
Tatsuya Sakurai 
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特別集会

特別集会１ 光化学オキシダント問題に資する研究最前線

日 時 ： 令和 5 年 9 月 13 日（水） 13：30～16：00 
会 場 ： A 会場（講堂） 
世話人 ： 西川雅高, 横田達也, 新藤純子（環境研究総合推進費プログラムオフィサー） 
座 長 ： 谷本浩志（国立環境研究所）

講 演 ：

１．光化学オキシダント対策に係る環境省の取り組みについて

山田克之 1

（1. 環境省 水・大気環境局 環境管理課 環境汚染対策室） 
２．光化学オキシダント生成に関わる反応性窒素酸化物の動態と化学過程の総合的解明

猪俣敏 1，谷本浩志 1，松本淳 2，定永靖宗 3，塩路貴大 3，加藤俊吾 4，

佐々木威 4，児橋いづみ 4

（1. 国立環境研究所，2. 早稲田大学，3. 大阪公立大学，4. 東京都立大学） 
３．長期排出インベントリ・大気質シミュレーション・大気観測データに基づくオゾン濃

度低減対策効果の評価

茶谷聡 1，嶋寺光 2，入江仁士 3，板橋秀一 4

（1. 国立環境研究所，2. 大阪大学，3. 千葉大学，4. 電力中央研究所） 
４．機械学習によって観測データと統合された新しい大気汚染予測システムの開発

弓本桂也 1，板橋秀一 2，菅田誠治 3

（1. 九州大学，2. 電力中央研究所，3. 国立環境研究所） 
５．総合討論

谷本浩志（座長），山田克之，猪俣敏，茶谷聡，弓本桂也
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特別集会２ 大気中マイクロプラスチックの実態解明と健康影響評価 (AMΦプロジェクト) 

〜自動車非排気粒子，パーソナルケア製品との接点〜 

日 時 ： 令和 5 年 9 月 14 日（木） 15：30～18：00 
会 場 ： A 会場（講堂） 
世話人 ： 大河内博（早稲田大学創造理工学部）

座 長 ： 岩本洋子（広島大学），藤井佑介（大阪公立大学）

講 演 ：

１．AMΦプロジェクト：プラスチック大気汚染はどこまで解明されたのか？ 
大河内博 1，谷悠人 1，小野塚洋介 1，王一澤 1，速水洋 1，竹内政樹 2，

反町篤行 3，藤井佑介 4，竹中規訓 4，宮崎あかね 5，須永奈都 5，羽山伸一 6， 
徳長ゆり香 6，山口高志 7，勝見尚也 8，松木篤 9，池盛文数 10，梶野瑞王 11，

足立光司 11，石原康宏 12，岩本洋子 12，新居田恭弘 13

（1. 早稲田大学，2. 徳島大学，3. 東洋大学，4. 大阪公立大学，5. 日本女子

大学，6. 日本獣医生命科学大学，7. 北海道立総合研究機構，8. 石川県立大学，

9. 金沢大学，10. 名古屋市環境科学調査センター，11. 気象研究所，12. 広島

大学，13. PerkinElmer Japan）
２．汎用プラスチックから合成したモデルプラスチック粒子

反町篤行 1, 愛甲竜也 1, 王森 1, 貞弘悠希 1, 増田裕介 1, 田中厚資 2, 鈴木剛 2,  
大河内博 3, 石原康宏 4 
（1. 東洋大学, 2. 国立環境研究所, 3. 早稲田大学, 4. 広島大学） 

３．マイクロプラスチックの 3 次元モデル予測 
梶野瑞王 1, 足立光司 1

（1. 気象研究所） 
４．自動車用タイヤおよびその摩耗粉塵

森川多津子 1 

（1. 日本自動車研究所） 
５．太陽光劣化繊維状ポリエチレンテレフタラートの呼吸器影響評価

石原康宏 1 , 岩本洋子 1, 奥田知明 2，大河内博 3，鍋谷悠 4 , 河野まおり 5 
（1. 広島大学，2. 慶應義塾大学，3. 早稲田大学，4. 宮崎大学，5. 大阪大学） 

６．パーソナルケア製品成分の健康影響

本田晶子 1，高野裕久 1, 2

（1. 京都大学，2. 京都先端科学大学） 
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特別集会３ オゾン生成機構解明に基づくオゾン削減効率の推定―これまでとこれから―

日 時 ： 令和５年 9 月 15 日（金） 13：45～16：15 
会 場 ： A 会場（講堂） 
世話人 ： 梶井克純（京都大学, 国立環境研究所）, 坂本陽介（京都大学, 国立環境研究所）, 

村野健太郎（京都大学）

座 長 ： 森野悠（国立環境研究所）、河野七瀬（近畿大学）

講 演 ：

１．過酸化ラジカル反応性測定が示すオゾン生成メニズムの不確実性

坂本陽介 1, 2，黎珈汝 1, 河野七瀬 3，佐藤圭 2，森野悠 2，梶井克純 1, 2, 4

（1. 京都大学，2. 国立環境研究所， 3. 近畿大学，4. 青島大学）

２．オゾン光化学生成速度の実測によるオゾン生成レジームの直接評価

定永靖宗 1, 黎珈汝 2, 坂本陽介 2, 3, 佐藤圭 3, 森野悠 3, 井上和也 4, 河野七瀬

5, 高見昭憲 3, 吉野彩子 3, 中嶋吉弘 6, 加藤俊吾 7, 梶井克純 2, 3 
（1. 大阪公立大学, 2. 京都大学, 3. 国立環境研究所, 4. 産業技術総合研究所, 
5. 近畿大学, 6. 東京農工大学, 7. 東京都立大学）

３．オゾン生成曲線およびオゾン生成感度に銅添加粒子が及ぼす影響に関するチャンバ

ー実験

佐藤圭 1，Ratih Dwi Fardilah2，黎珈汝 1, 2，森野悠 1，坂本陽介 1, 2， 
定永靖宗 3，梶井克純 1, 2, 4

（1. 国立環境研究所，2. 京都大学，3. 大阪公立大学，4. 青島大学） 
４．実大気のオゾン生成レジームに基づくオゾン暴露削減効率推定のアップデート

井上和也 1，定永靖宗 2，梶井克純 3, 4

（1. 産総研，2. 大阪公立大学，3. 京都大学，4. 国立環境研究所） 
５．多数のローコストな小型大気計測器を用いた広域ネットワーク観測に基づく粒子状

物質やオゾンの濃度分布や生成・輸送過程の解明と削減対策の推定

松見豊 1，中山智喜 2

（1. 名古屋大学 ，2. 長崎大学） 
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分科会 

分科会１ 大気モデリング分科会，放射性物質動態分科会，気候変動研究会 

テーマ ： 分科会交流から考える大気環境問題の予報・予測

日 時 ： 令和 5 年 9 月 13 日（水）16:10～18:40 
会 場 ： A 会場（講堂） 
世話人 ： 板橋秀一（電力中央研究所）, 梶野瑞王（気象研究所），永島達也（国立環境研

究所）

座 長 ： 板橋秀一（電力中央研究所）, 梶野瑞王（気象研究所），永島達也（国立環境研

究所）

講 演 ：

１．大気環境予測と観測データ：観測情報を数値シミュレーションに取り込む

弓本桂也 1 

（1. 九州大学）

２．原子力緊急時対応のための放射性物質大気拡散予測システム

寺田宏明 1

（1. 日本原子力研究開発機構） 
３．地球システムモデルによる大気環境と気候変動の予測

大島長 1，出牛真 1, 行本誠史 1 
（1. 気象研究所） 
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分科会２ 環境大気モニタリング分科会，モビリティ環境分科会，都市大気エアロゾル分科

会 

テーマ ： タイヤおよびタイヤ摩耗粉じん等の環境影響を探る

日 時 ： 令和 5 年 9 月 13 日（水）16:10～18:40 
会 場 ： B 会場（大会議室） 
世話人 ： 福﨑有希子（横浜市環境創造局）, 戸野倉賢一（東京大学）, 熊谷貴美代（群馬

県衛生環境研究所），

座 長 ： 戸野倉賢一（東京大学）

講 演 ：

１．タイヤ・路面摩耗粉塵（Tire and Road Wear Particles）に関して 
楠本拓士 1 

（1. 日本自動車タイヤ協会）

２．タイヤ摩耗粉塵計測法の開発と全国排出量分布の作成に向けた取り組み

利根川義男 1，柏倉桐子 1，森川多津子 1，冨田幸佳 1，伊藤晃佳 1

（1. 日本自動車研究所） 
３．道路交通由来の粒子状物質の観測

高橋克行 1

（1. 日本環境衛生センター） 
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分科会３ 植物分科会，酸性雨分科会 

テーマ ： 光化学オキシダントなどの大気汚染物質の動態やその生態影響

日 時 ： 令和 5 年 9 月 13 日（水）16:10～18:40 
会 場 ： C 会場（中会議室） 
世話人 ： 山神真紀子（名古屋市環境科学調査センター）, 米倉哲志（埼玉県環境科学国際

センター）

座 長 ： 玉置雅紀（国立環境研究所）, 佐藤啓市（アジア大気汚染研究センター） 
講 演 ：

１．変動する大気環境への陸域生態系の応答と今後の研究課題

佐瀨裕之 1 

（1. アジア大気汚染研究センター）

２．北海道におけるオゾン等による植物影響に関する調査研究について

野口泉 1，山口高志 1

（1. 北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所） 
３．大気汚染物質による植物の環境ストレス応答の分子機構解明

青野光子 1

（1. 国立環境研究所） 
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分科会４ 臭気環境分科会 

テーマ ： 地方公共団体の施策と室内臭気の対策―つくば市の悪臭公害への取り組み及び

喫煙室や作業環境における臭気等の対策事例―

日 時 ： 令和 5 年 9 月 13 日（水）16:10～18:40 
会 場 ： D 会場（小会議室） 
世話人 ： 佐藤博（長崎国際大学），上野広行（東京都環境科学研究所），重岡久美子（に

おい・かおり環境協会），祐川英基（祐川臭気コンサルタント事務所），

樋口能士（立命館大学），樋口隆哉（山口大学），増田淳二（大阪市立環境科学研

究センター）

座 長 ： 上野広行（東京都環境科学研究所）

講 演 ：

１．つくば市における悪臭公害に対する取り組みについて

栁澤一樹 1，横田俊大 1，長谷部有紀 1

（1. つくば市生活環境部環境保全課）

２．喫煙室の臭気対策及び作業環境のホルムアルデヒド対策について－アルデヒド類除

去技術の開発を中心に－

湯懐鵬 1，小林徳和 1，佐伯寅彦 1，高村祐貴 1，穴井俊博 1

（1. 新菱冷熱工業株式会社 経営統括本部イノベーションハブ）

- 29 -— 29 —



分科会５ 室内環境分科会 

テーマ ： 室内空気の換気・清浄化技術およびその評価方法

日 時 ： 令和 5 年 9 月 14 日（木）15:30～18:00 
会 場 ： B 会場（大会議室） 
世話人 ： 篠原直秀（産業技術総合研究所）

座 長 ： 篠原直秀（産業技術総合研究所）

講 演 ：

１．空気清浄機の使用による室内汚染物質濃度の変化と居住者の呼吸器系に及ぼす健康

影響

余田佳子 1，島正之 1, 2 

（1. 兵庫医科大学，2. エコチル調査兵庫ユニットセンター）

２．脱臭効果を謳った空気清浄機の効果的な活用について

村上栄造 1

（1. 株式会社朝日工業社 技術研究所） 
３．家庭用空気清浄機の性能評価試験法の国際標準化

岡本誉士夫 1

（1. 日本電機工業会 空気清浄機国際標準化 WG（ダイキン工業）） 
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分科会６ 健康影響分科会 

 
テーマ ： 大気汚染の健康影響研究のための新たなアプローチ 
日 時 ： 令和 5 年 9 月 14 日（木）15:30～18:00 
会 場 ： C 会場（中会議室） 
世話人 ： 村木直美, 伊藤剛（日本自動車研究所） 
座 長 ： 東賢一（関西福祉科学大学）, 伊藤剛（日本自動車研究所） 
講 演 ： 

１．はじめに 
東賢一 1，伊藤剛 2 
（1. 関西福祉科学大学，2. 日本自動車研究所） 

２．ヒト iPS 細胞由来呼吸器上皮細胞の環境物質評価への活用にむけて 
山本佑樹 1 
（1. HiLung 株式会社） 

３．AI と化学物質の構造情報を活用した新時代の毒性予測戦略 
植沢芳広 1 
（1. 明治薬科大学） 

４．インターネットを介した調査モニターによる疫学研究について 
東賢一 1 
（1. 関西福祉科学大学） 
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一般研究発表プログラム 

講演番号の１桁目は講演日、次の桁が会場名、最後の４桁は開始時間を示す。 

演者の氏名の前に○を付す。 

#印は、学生・若手研究者口頭発表賞の選考対象であることを示す。 

＜第１日目 ９月１３日（水）午前＞ 

A会場 学生・若手 1（PM） 

座長：早川和一（金沢大学），板橋秀一（電力中央研究所） 

1A0915# 
森林におけるエアロゾルの粒径別沈着速度評価のため
の濃度勾配測定(2) 

○大内菜々子（東京農工大学大学院）・ 反町篤行（東洋大学・東京農工大
学大学院）・松田和秀（東京農工大学大学院）

1A0930# 
エアロゾル個数濃度の粒径別鉛直プロファイル観測に
よる森林キャノピー内における粒子の吸湿成長プロセ
ス

○村田尚弥（東京農工大学大学院）・反町篤行（東洋大学・東京農工大学
大学院）・松田和秀（東京農工大学大学院）

1A0945# 
緩和渦集積法による森林における PM₁ 硝酸アンモニ
ウム粒子のフラックス観測

○武照杰（東京農工大学大学院連合農学研究科）・ 徐懋（東京農工大学グ
ローバルイノベーション研究院）・松田和秀（東京農工大学大学院連合農
学研究科・東京農工大学グローバルイノベーション研究院）

1A1000# 
インド・中国・日本で採取した粒子状物質の化学的特
徴と毒性評価

○楊柳（慶應義塾大学）・岩田歩（気象研究所）・Aggarwal, S.G.（インド
国立物理学研究所）・Shen, Z.X.（西安交通大学）・大金栞子, 齊藤響・杉
岡知樹・中野康平・陳嘉欣・孫菲雅・尹賢禹・奥田知明（慶應義塾大学） 

1A1015# 
大気質モデルを用いた日本の PM2.5 濃度経年変化に対
する気象・国外排出・国内排出影響の評価 

○野田悠介・嶋寺光（大阪大学）・茶谷聡・北山響（国立環境研究所）・松
尾智仁・近藤明（大阪大学）

1A1030# 
「平成 26 年 8 月豪雨」を対象とした海面水温に対する
気象モデル WRF の感度解析 

○藤原梨花・嶋寺光・松尾智仁・近藤 明（大阪大学）

座長：藤谷雄二（国立環境研究所），田中伸幸（電力中央研究所） 

1A1045# 
大阪府堺市で検出された大気中マイクロプラスチック
粒子の性状特性 

〇北野洸太朗（大阪公立大学）・藤井佑介・竹中規訓（大阪公立大学・大
阪府立大学）・稲次由香莉・柳瀬美汐（大阪府立大学）・谷悠人・小野塚洋
介・吉田昇永・大河内博（早稲田大学）・新居田恭弘（PerkinElmer Japan） 

1A1100# 
大気中マイクロプラスチックの起源・動態・健康影響
(9)：太平洋側都市大気と日本海側遠隔大気に及ぼす海
洋マイクロプラスチックの影響 

○谷悠人・大河内博・吉田昇永・速水洋（早稲田大学）・竹内政樹・樫本
真央（徳島大学）・反町篤行（東洋大学）・藤井佑介・竹中規訓・北野洸太
朗（大阪公立大学）・山口高志（北海道立総合研究機構）・池盛文数（名古
屋市環境科学調査センター）・勝見尚也（石川県立大学）・松木篤（金沢大
学）・梶野瑞王・足立光司（気象研究所）・石原康宏・岩本洋子（広島大学）・
新居田恭弘（PerkinElmer Japan）

1A1115# 
画像解析と機械学習による自動車排出ガス粒子の形状
評価方法の検証 

○福田圭佑，萩野浩之（一般財団法人 日本自動車研究所）

1A1130# 
大気中フミン様物質の動態・起源・環境リスクに関す
る研究(6) 

○篠原和将・大河内博・速水洋（早稲田大学）・勝見尚也（石川県立大学）・
松木篤（金沢大学環日本海域環境研究センター）

1A1145# 
森林由来一次･二次有機エアロゾルの動態と豪雨形成
に及ぼす影響(5) 

○篠崎大樹・大河内博・速水洋（早稲田大学）・加藤俊吾（東京都立大学）・
和田龍一（帝京科学大学，）・勝見尚也（石川県立大学）・松木篤（金沢大
学環日本海域環境研究センター）

1A1200# 
2022 年首都圏の春季花粉の飛散挙動とアレルゲンの計
測 

○上原七海・王青躍・王イセイ（埼玉大学大学院理工学研究科）・落合善
美（花粉症クエスト）

1A1215# 
中国低品位炭-未利用バイオマス混合燃焼における多
環芳香族炭化水素（PAHs）排出挙動の解析 

○田中晃成・王青躍・王イセイ（埼玉大学大学院理工学研究科）

B 会場 学生・若手 2（酸性雨・沈着／ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ） 

座長：渡辺幸一（富山県立大学），皆巳幸也（石川県立大学） 

1B0915# 
首都圏近郊山間部における渓流水を通じた微量金属元
素の流出挙動と大気沈着の影響評価(7) 

○阪口悠宇・大河内博（早稲田大学大学院創造理工学研究科）・中野孝教
（総合地球環境学研究所）・佐瀨裕之・諸橋将雪（アジア大気汚染研究セ
ンター）

1B0930# Analysis of three-decadal wet depositions in Tokyo 
○Hanyu Ji（Waseda University）・Hiroshi Hayami（Waseda University・Central
Research Institute of Electric Power Industry (CRIEPI)）
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1B0945# 
Trends in wet depositions and emissions for Southeast 
Asian Countries 

○Snehal S. Pujari・Hiroshi Hayami（Waseda University） 

1B1000# 
緩和渦集積法を用いた森林における大気-地表面間の
NH3 交換フラックス 

○奥田庸（東京農工大学大学院）・徐懋（東京農工大学グローバルイノベ
ーション研究院）・松田和秀（東京農工大学大学院・東京農工大学グロー
バルイノベーション研究院） 

1B1015# 
更新版乾性沈着抵抗モデルの EANET 導入に向けた評
価と考察 

○多和田惟吹（東京農工大学大学院）・徐懋（東京農工大学グローバルイ
ノベーション研究院）・松田和秀（東京農工大学大学院・東京農工大学グ
ローバルイノベーション研究院） 

1B1030# 
マテバシイ成木の葉面ブラックカーボン粒子沈着量と
それに関与する葉面特性 

○藁谷知輝・高橋慶・太田丹理・横山舞由・美藤昂介（東京農工大学大学
院）・佐瀨裕之（アジア大気汚染研究センター）・村尾直人・深澤達矢・山
形定（北海道大学大学院工学研究院）・水川薫子・高田秀重・渡辺誠・伊
豆田猛（東京農工大学大学院農学研究院） 

 

座長：星純也（東京都環境科学研究所），早崎将光（日本自動車研究所） 

1B1045# 
群馬県における光化学オキシダント生成に関わる揮発
性有機化合物の高時間分解能観測 

○友松瑛里・坂本祥一・熊谷貴美代・田子博（群馬県衛生環境研究所） 

1B1100# 
長期大気質シミュレーションに基づく関西・関東地方
のオゾン経年変化要因の解析：国内 NOx・VOC 排出量
削減による効果 

○伊藤和一朗・嶋寺光・荒木真（大阪大学）・茶谷聡・北山響（国立環境
研究所）・松尾智仁・近藤明（大阪大学） 

1B1115# 
長期大気質シミュレーションに基づく関西・関東地方
のオゾン経年変化要因の解析：気象経年変化の寄与の
定量評価 

○前川哲平・嶋寺光・荒木真（大阪大学）・茶谷聡・北山響（国立環境研
究所）・松尾智仁・近藤明（大阪大学） 

1B1130# 凍結溶液中における臭素の動態 
○越口蒼士（大阪公立大学）・我妻沙里伊（大阪府立大学）・藤井佑介・竹
中規訓（大阪公立大学） 

1B1145# 
微小粒子状物質成分測定との比較によるブラックカー
ボン濃度のモデル再現性について 

○湯淺玲奈・山地一代（神戸大学）・茶谷聡（国立環境研究所）・嶋寺光（大
阪大学）・板橋秀一（電力中央研究所）・櫻井達也（明星大学）・金谷有剛
（海洋研究開発機構） 

1B1200# 
量子化学計算と全球大気質モデルによるエチレンオキ
シドの大気寿命の解析 

○阪井悠樹・藤田道也（東京大学）・秦寛夫（産業技術総合研究所）・戸野
倉賢一（東京大学） 

1B1215# 越境大気汚染における島影効果の数値的解析 
○八木橋依吹（九州大学総合理工学府）・弓本桂也・原由香里（九州大学
応用力学研究所）・梶野瑞王（気象研究所） 
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ポスター発表 ＜第１日目 ９月１３日（水）午後＞ 

会場：多目的室（E会場、ポスター番号 1～60） 

ホワイエ（F会場、ポスター番号 61～100）

2 階ロビー（G 会場、ポスター番号 101～118） 

【コアタイム】奇数番号：13:30-14:45 偶数番号：14:45-16:00 

#印は、学生・若手研究者ポスター発表賞の選考対象であることを示します。ポスター発表の際に、学生・若手研究者ポス

ター発表賞選考のための一般投票を実施しますので、投票に御協力をお願い致します。

P-01# 堺市における有機硝酸の連続観測 
○塩路貴大（大阪公立大学大学院）・松本淳（早稲田大学人間科学学術院）
加藤俊吾（東京都立大学大学院）・猪俣敏・谷本浩志（国立環境研究所）・
椎木弘・定永靖宗（大阪公立大学大学院）

P-02# 長崎県福江島における有機硝酸の濃度変動要因解析 
○岡田弦大・松原隆弥（大阪公立大学大学院）・高見昭憲・吉野彩子（国
立環境研究所）・椎木弘・定永靖宗（大阪公立大学大学院）

P-03# 2015 年および 2050 年の日本国内オゾン(O3)濃度に対す
る国内人為発生源の物質別感度解析 

○山田谷佳明（茨城大学）・林蘭（東京電機大学）・森川多津子（日本自動
車研究所）・山田裕之（東京電機大学）・田中光太郎（茨城大学）・岡山紳
一郎（元・日産自動車）・柴田芳昭（大気環境総合センター）・渡辺宏江（日
産自動車）・木所徹・山下哲也（トヨタ自動車）

P-04# ディープラーニングを用いた光化学オキシダント濃度
の短期予測についての有効性の検討 

○細越英彰・櫻井達也（明星大学）・湯山強・上村王（株式会社カズテク
ニカ）

P-05# 2022 年夏季つくば市内におけるオゾン生成レジームの
実測による評価 

○村岡達也・定永靖宗（大阪公立大学）・黎珈汝（京都大学）・坂本陽介（京
都大学・国立環境研究所）・佐藤圭・森野悠（国立環境研究所）・井上和也
（産業技術総合研究所）・中嶋吉弘（東京農工大学）・加藤俊吾（東京都立
大学）・高見昭憲・吉野彩子（国立環境研究所）・椎木弘（大阪公立大学）・
梶井克純（京都大学・国立環境研究所）

P-06# 東京郊外の森林における BVOC の鉛直分布観測 
○吉田雄仁（東洋大学）・松田和秀（東京農工大学）・市川有二郎（埼玉県
環境科学国際センター）・反町篤行（東洋大学・東京農工大学）

P-07# 首都圏小規模森林域における大気中揮発性有機化合物
が PM2.5 濃度に及ぼす影響（4） 

〇髙橋立・大河内博・速水洋（早稲田大学）・宮崎あかね（日本女子大学） 

P-08# Study on optimization of laser-induced fluorescence 
technique for measurement of peroxide radical concentration 

○Xinyao LYU（Kyoto University）・Jiaru LI・Yosuke SAKAMOTO（Kyoto
University・National Institute for Environmental Studies）・Yoshizumi KAJII
（Kyoto University・National Institute for Environmental Studies・Qingdao
University）

P-09# Ox 長期曝露指標である SOMO35 を用いた横浜市にお
ける健康影響評価 

○山田健介・尹梦玥（横浜国立大学）・福﨑有希子（横浜市環境創造局）・
中井里史（横浜国立大学）

P-10# 超音波ミスト界面でのフェントン反応による気相 VOC
分解の評価 

○横瀬海斗・伊藤北斗・関口和彦（埼玉大学大学院理工学研究科）

P-11# パッシブサンプラーを用いた環境モニタリング手法に
関する研究 

○森寛史・大月史彦・野村茂・畝山善光・小川知也（岡山県環境保健セン
ター）

P-12# 泥炭熱分解により発生した低分子量ガスの排出係数 ○加島敬斗・戸野倉賢一・藤田道也（東京大学）

P-13# 滋賀県里山林内におけるオゾン濃度の鉛直分布・水平分
布の季節変動調査 

〇片岡是宗（龍谷大学大学院理工学研究科）・木村洸太（龍谷大学理工学部）・
桒原萌葉・中村元哉（龍谷大学先端理工学部）・藤森崇（龍谷大学大学院理
工学研究科・龍谷大学大学院・龍谷大学先端理工学部） 

P-14# 土壌におけるオゾンの乾性沈着に対する表面抵抗の測
定 

○嘉瀬尚輝（東洋大学）・松田和秀（東京農工大学）・反町篤行（東洋大学・
東京農工大学）

P-15# キャノピー濃度勾配法を用いたフラックス観測による
森林におけるオゾンの乾性沈着

○平山慶哉・山崎萌香・渡辺誠（東京農工大学大学院農学府）・高木健太
郎（北海道大学）・松田和秀（東京農工大学大学院農学府）

P-16# 中山間地域における大気―草地間のフラックス観測に
よる NH3 交換 

○松本峻・奥田庸（東京農工大学大学院農学府）・徐懋（東京農工大学グ
ローバルイノベーション研究院）・松田和秀（東京農工大学大学院農学府・
東京農工大学グローバルイノベーション研究院）

P-17# 東京郊外の森林における粒子状窒素酸化物の鉛直分布
観測 

○髙野良太（東洋大学）・松田和秀（東京農工大学）・和田龍一（帝京科
学大学）・市川有二郎・村田浩太郎（埼玉県環境科学国際センター）・反
町篤行（東洋大学・東京農工大学）

P-18# 緩和渦集積法を用いた草地における粒子状硫酸塩、硝酸
塩の乾性沈着フラックス測定 

○増田裕季・吉田雄仁・北原一樹・佐藤麻依（東洋大学）・松田和秀（東
京農工大学）・市川有二郎・村田浩太郎（玉県環境科学国際センター）・
反町篤行（東洋大学・東京農工大学）
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P-19# 緩和渦集積法を用いたフラックス観測による森林にお
ける PM1 硫酸塩の沈着速度 

○東優花（東京農工大学大学院農学府）・徐懋（東京農工大学グローバル
イノベーション研究院）・松田和秀（東京農工大学大学院農学府・東京農
工大学グローバルイノベーション研究院） 

P-20# 能登半島珠洲における大気汚染物質の経年トレンド解
析 

○大西佑樹（大阪公立大学大学院工学研究科）・松木篤（金沢大学環日本
海域環境研究センター）・弓場彬江・佐藤啓市（アジア大気汚染研究セン
ター）・椎木弘・定永靖宗（大阪公立大学大学院工学研究科） 

P-21# 長崎県福江島における無機硝酸のガス・粒子別濃度変動
要因解析 

○松原隆弥・岡田弦大・（大阪公立大学大学院工学研究科）・高見昭憲・吉
野彩子（国立環境研究所）・中山智喜（長崎大学環境科学部）・椎木弘・定
永靖宗（大阪公立大学大学院工学研究科） 

P-22# 富士山太郎坊における越境汚染の通年観測手法の開発 

○佐藤颯人・和田龍一（帝京科学大学）・定永靖宗（大阪公立大学）・加藤
俊吾（東京都立大学）・大河内博（早稲田大学）・三浦和彦（東京理科大学・
富士山環境研究センター）・小林拓（山梨大学）・皆巳幸也（石川県立大
学）・鴨川仁（静岡県立大学）・松見豊（名古屋大学）・梶野瑞王（気象研
究所）・松本淳（早稲田大学）・米村正一郎（県立広島大学）・速水洋（早
稲田大学）・畠山史郎（山梨大学・アジア大気汚染研究センター） 

P-23# 富士山体を利用した大気境界層上層および自由対流圏
における酸性ガスおよびエアロゾルの長期観測（7） 

○本間旭陽・大河内博・矢田崇将・速水洋（早稲田大学）・勝見尚也・皆
巳幸也（石川県立大学）・小林拓（山梨大学）・三浦和彦（東京理科大学・
富士山環境研究センター）・加藤俊吾（東京都立大学）・和田龍一（帝京科
学大学）・竹内政樹（徳島大学）・戸田敬（熊本大学）・米持真一（埼玉県
環境科学国際センター）・土器屋由紀子（富士山環境研究センター）・畠山
史郎（富士山環境研究センター・アジア大気汚染研究センター） 

P-24# 北関東の商業用採卵鶏舎における大気アンモニア排出
量の推計と時空間変動の解析 

○𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
黒田久雄（茨城大学）・田中伸幸（電力中央研究所） 

P-25# HPLC-ECD を用いた 6-PPD quinone 測定法の検討と適
用 

○大川夏実（京都大学大学院）・伊藤亮（株式会社エイコム）・亀田貴之
（京都大学大学院） 

P-26# 香気成分の細胞応答性評価による化学物質過敏症と
TRPA1 チャネルの関連性の検討 

○永山陽菜・奥田知明（慶應義塾大学） 

P-27# 単一雨滴中の硫酸塩定量による降水パターンの解析 ○藤田壱聖・古田歩夢・南齋勉（静岡理工科大学） 

P-28# 富士山麓におけるドローン経月採取による単一雨滴中
の硫酸塩定量 

○岡本大地・神谷祐翔・南齋勉（静岡理工科大学） 

P-29# 富士山体を利用した自由対流圏および大気境界層にお
ける雲水化学観測（9） 

○押見基央・大河内博・王一澤・速水洋（早稲田大学）・勝見尚也・皆巳
幸也（石川県立大学）・米持真一（埼玉県環境科学国際センター）・三浦和
彦（東京理科大学・富士山環境研究センター）・加藤俊吾（東京都立大学）・
和田龍一（帝京科学大学）・竹内政樹（徳島大学）・土器屋由紀子（富士山
環境研究センター）・畠山史郎（富士山環境研究センター・アジア大気汚
染研究センター）・山田佳裕 （香川大学） 

P-30# 山間部局地豪雨の化学組成と大気汚染物質の影響評価
（4） 

○近藤優名・大河内博・米戸鈴美香・藤原博伸・速水洋（早稲田大学）・
加藤俊吾（東京都立大学）・和田龍一（帝京科学大学）・三浦和彦（東京理
科大学・富士山環境研究センター）・山田佳裕（香川大学）・鴨川仁（静岡
県立大学） 

P-31# PVA ハイドロゲルを用いた単一雨滴中の硝酸塩定量法
の開発 

○表田健臣・小土橋陽平・南齋勉（静岡理工科大学） 

P-32# 空気中ピレスロイド系化合物捕集用サンプラーの開発
と濃度測定 

○高華騫・野口美由貴・山崎章弘（成蹊大学） 

P-33# バイオマスとプラスチックの混合燃焼における排出粒
子中炭素成分に与えるプラスチック種の影響 

○菅原弘貴・関口和彦（埼玉大学大学院） 

P-34# 汎用プラスチックを用いたモデルプラスチック粒子の
合成条件の検討 

○愛甲竜也・王森・増田裕介（東洋大学）・田中厚資・鈴木剛（国立環境
研究所）・大河内博（早稲田大学）・反町篤行（東洋大学） 

P-35# 汎用プラスチックを用いたモデルプラスチック粒子の
合成と応用 

○王森・愛甲竜也・貞弘悠希・増田裕介（東洋大学）・田中厚資・鈴木剛
（国立環境研究所）・大河内博（早稲田大学）・反町篤行（東洋大学） 

P-36# 大気中マイクロプラスチックの起源・動態・健康影響
（10）: 首都圏および熱帯都市大気の特徴 

○小野塚洋介・大河内博・谷悠人・速水洋（早稲田大学）・竹内政樹（徳
島大学）・反町篤行（東洋大学）・藤井祐介・竹中規訓（大阪公立大学）・
山口高志（北海道立総合研究機構）・池盛文数（名古屋市環境科学調査セ
ンター）・勝見尚也（石川県立大学）・梶野瑞王・足立光司（気象研究所）・
石原康宏・岩本洋子（広島大学）・新居田恭弘（Perkin Elmer Japan）・櫻井
昌文（LECO ジャパン合同会社）・齊藤純一・小林紘子（稲田大学環境保
全センター）・Lay Poty・Phorsda Hanpo（アプサラ機構）・石塚充雅（日本
国政府アンコール遺跡救済チーム）・中川武（早稲田大学）・松井敏也（筑
波大学 
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P-37# Occurrence, behavior, fate, and health impact of airborne 
microplastics (11) 

○Zetao XIONG・Hiroshi OKOCHI・Yuto TANI・Hiroshi HAYAMI（Waseda
University）・Atsuyuki SORIMACHI（Toyo University）・Natsu NGA・Akane
MIYAZAKI（Japan Women’s University）・Masaki TAKEUCHI（Tokushima
University) ・ Yusuke FUJI ・ Norimichi TAKENAKA(Osaka Metropolitan
University)・Naoya KATUSMI（ Ishikawa Prefectural University）・Mizuo
KAJINO・Kouji ADACHI（Meteorological Institute）・Yasuhiro ISHIHARA・
Yoko IWAMOTO（Hiroshima University）・Yasuhiro NIIDA（PerkinElmer Japan） 

P-38# 都内及び横浜市内地下鉄駅での PM2.5 濃度測定 ○後藤直樹・中井里史（横浜国立大学大学院）

P-39# 路面直上で捕集した大気粒子に含まれる成分の環境動
態 

○入鹿拓海・工藤慎治（滋賀県立大学大学院）

P-40# Combustion source apportionment and risk assessment in 
western side of Japan 

○Kim-Oanh PHAM（Asia Center for Air Pollution Research）・Kazuichi
HAYAKAWA ・ Akinori HARA ・ Jiaye ZHAO （ Institute of Medical,
Pharmaceutical and Health Sciences, Kanazawa University ）・ Hiroshi
ODAJIMA・Hiroshi MATSUZAKI（Fukuoka National Hospital）・Hiroyuki
NAKAMURA（ Institute of Medical, Pharmaceutical and Health Sciences,
Kanazawa University）

P-41# 1,10-Phenanthroline-5,6-dione の酸化能評価および大気
粒子中分析法の検討 

○KIM SIWOO（京都大学大学院）・豊福輝（京都大学）・亀田貴之（京都
大学大学院）

P-42# サイクロン技術により複数地点で捕集した PM2.5 の活
性酸素種に着目した毒性の比較

○中野康平・西田千春・山中裕子（慶應義塾大学）・原圭一郎・林政彦（福
岡大学）松木篤（金沢大学環日本海域環境研究センター）・奥田知明（慶
應義塾大学）

P-43# 実環境大気粒子中化学成分組成の人為的制御手法の開
発 

○唐内宏彰（慶應義塾大学）・萩野浩之（日本自動車研究所）・奥田知明 (慶
應義塾大学)

P-44# 機械学習を用いた複雑地形上における局所地上風推定 ○小坂渓太・道岡武信（近畿大学）・瀧本浩史・佐藤歩（電力中央研究所） 

P-45# 奈良県における PM2.5 中の有機マーカー及び VOC の昼
夜別観測 

○村上友規・上林政貴・久保友佳子（奈良県景観・環境総合センター）・
高林愛（奈良県水道局）・平松まみ・西村理恵（大阪府立環境農林水産総
合研究所）・上田真久・池盛文数（名古屋市環境科学調査センター）・茶谷
聡・菅田誠治 （国立環境研究所）

P-46
顕微 FT-IR を用いた大気中マイクロプラスチック分析
に係るサンプリング 
手法の検討 

○村上友規（奈良県景観・環境総合センター）・菊谷有希（奈良県産業振
興総合センター）・浦西克維（奈良県産業振興総合センター）

P-47 大気中マイクロプラスチック調査手法確立に向けた試み
と展開 

○佐々木博行（アジア大気汚染研究センター）・松谷亮（新潟県）・二見真
理（アジア大気汚染研究センター）・遠藤智美・平野瑞歩（日本環境衛生
センター）・髙橋司（新潟県）

P-48 汎用プラスチックの劣化に関する大気暴露実験 ○増田裕介（東洋大学）・大河内博（早稲田大学）・反町篤行（東洋大学） 

P-49 畳込みニューラルネットワークを用いた建物風上の物質
拡散源推定 

○宮崎倖匠（近畿大学総合理工学研究）・道岡武信（近畿大学理工学部） 

P-50 気象要素を考慮した大気質時系列予測モデルの構築 ○山本浩平・池上将太・亀田貴之（京都大学大学院）

P-51 気象の再現性から見る Ox 高濃度事象のモデル予測精度 
○櫻井達也・入澤大悟（明星大学）・玉造広野（日本エヌ・ユー・エス㈱）
茶谷聡（国立環境研究所）

P-52 機械学習手法に基づくオゾンとその前駆物質のモデルバイ
アス補正 

○森野悠・木村知里（国立環境研究所）

P-53 機械学習モデルによるベンゾ[a]ピレンの日本全国にお
ける長期濃度分布推計 

○荒木真・嶋寺光（大阪大学大学院工学研究科）・茶谷聡・北山響（（国立
環境研究所））

P-54 クラウド計算機の大気環境モデリングへの応用(FS)
○鵜野伊津志（九州大学応用力学研究所）・板橋秀一（電力中央研究所）・
菅田誠治（国立環境研）

P-55 複雑地形上における地上風速の機械学習超解像 ○道岡武信・小坂渓太（近畿大学）・瀧本浩史・佐藤歩（電力中央研究所） 

P-56 我が国における陸域生態系モデルを用いた BVOC 排出
量の推定 

○栗林正俊（長野県環境保全研究所）・伊藤昭彦（東京大学）・原由香里（九
州大学）

P-57 都市域と森林域における大気環境中 BVOCs の通年観
測 

○市川有二郎（埼玉県環境科学国際センター）・野尻喜好（埼玉県環境検
査研究協会）・佐坂公規（埼玉県環境科学国際センター）

P-58 近年の対流圏オゾンと気温の関連性に関する研究 
○原由香里（九州大学）・栗林正俊（長野県環境保全研究所）・早崎将光（日
本自動車研究所）・ 弓本桂也（九州大学）・神慶孝（国立環境研究所）・梶
野瑞王（気象研究所）

P-59 関東地方での広域の高濃度光化学オキシダント事例発
生時における高次の窒素酸化物の動態解明 

○鶴丸央・齊藤伸治・星純也（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研
究所）・市川有二郎（埼玉県環境科学国際センター）・熊谷貴美代（群馬県
衛生環境研究所）

P-60 東京都の郊外地域における大気中PANsの通年観測 
○佐々木威・加藤俊吾（東京都立大学）・松本淳（早稲田大学）・定永靖宗
（大阪公立大学）・谷本浩志・猪俣敏（国立環境研究所）

- 36 -— 36 —



P-61 愛媛県弓削島におけるオゾン個人曝露濃度の測定 
○余田佳子（兵庫医科大学）・伊藤武志・若松純子・益崎智成（弓削商船
高等専門学校）・島正之（兵庫医科大学）

P-62 千葉県におけるオゾン濃度変動の季節性について ○根本創紀 （千葉県環境研究センター）

P-63
ポテンシャルオゾン（PO）を用いた 2022 年度南関東圏
の光化学オキシダント（Ox）高濃度日における高濃度汚
染塊の出現と移流の様子 

○沼田和也・重水洋平・野村あづみ・菊地美加・関昌之（川崎市環境総合
研究所）

P-64 関東甲信静における光化学オキシダントのキャラクタ
リゼーション

○武田麻由子・菊池麻希子（神奈川県環境科学センター）・関東地方大気
環境対策推進連絡会微小粒子状物質・光化学オキシダント調査会議

P-65 福岡県内の光化学オキシダントの濃度推移及び週末効果
の地域的な違いについて 

○副田大介・中島亜矢子・辻井温子・島田友梨（福岡市保健環境研究所） 

P-66 常時監視データを用いた国内 5 地域のオキシダント汚染
の要因に関する解析 

○塩手文也・吉村有史・遠藤智美・高橋克行（（一財）日本環境衛生セン
ター）

P-67 COVID-19 ロックダウン期間の世界各地の前駆物質濃度
低下とオキシダント濃度との関係に係る文献調査 

○吉村有史・遠藤智美・塩手文也・柴崎みはる・高橋克行（（一財）日本
環境衛生センター）

P-68 VOC の反応性を考慮した大気中濃度の解析 ○吉村有史・柴崎みはる・高橋克行（（一財）日本環境衛生センター）

P-69 埼玉県内における近年の大気中 VOC の動向 (3) ○佐坂公規・市川有二郎（埼玉県環境科学国際センター）

P-70 大阪府における光化学オキシダントとの関連に着目し
た VOC の昼夜観測-奈良県との比較 

○西村理恵・平松まみ（大阪府立環境農林水産総合研究所）・村上友規（奈
良県景観・環境総合センター）・高林愛（奈良県水道局）・茶谷聡・菅田誠
治（国立環境研究所）

P-71 ガソリン自動車の給油キャップ開放時に排出される燃
料蒸発ガスの実態把握（第 2 報） 

○内田里沙・森川多津子（一般財団法人 日本自動車研究所）

P-72 E10燃料を用いた駐車時における燃料蒸発ガスの排出量
および成分の実態把握 

○内田里沙・森川多津子（一般財団法人 日本自動車研究所）

P-73 富山県上空における過酸化物およびアルデヒド類の測
定 

○渡辺幸一・茶谷通世・三辻奈波・赤堀泰晟・鍛治柊兵・樋掛辰真（富山
県立大学）

P-74 山岳域における霧水および積雪中の化学成分の特徴
（Ⅱ） 

○渡辺幸一・中西彩水・牧ちさと・樋掛辰真・鍛治柊兵・赤堀泰晟（富山
県立大学）

P-75 降水中無機成分の分析誤差が湿性沈着量データへ与え
る影響と精度保証・精度管理の重要性についての考察 

○二見真理・弓場彬江・桐山悠祐・佐々木博行・佐藤啓市（アジア大気汚
染研究センター）

P-76 全国酸性雨調査(119)  ―湿性沈着― 

○久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター）・豊岡久美子（茨城県霞ケ
浦環境科学センター）・倉橋雅宗（島根県保健環境科学研究所）・堤清香（長
崎県環境保健研究センター）・大原真由美（大気環境学会中国四国支部）・
弓場彬江（アジア大気汚染研究センター）

P-77
全国酸性雨調査（120） － 乾性沈着 － 
（フィルターパック法による乾性沈着成分濃度および
乾性沈着量 ）

○家合浩明（新潟県保健環境科学研究所）・岩永恵（山口県環境保健セン
ター）・宮崎康平（福岡県保健環境研究所）・松田和秀（東京農工大学）・
工平晴俊・武蔵沙織・風見千夏（千葉市環境保健研究所）

P-78 全国酸性雨調査(121) 冬季日本海側地域における非海
塩硫酸塩の湿性沈着量の長期傾向 

○山口高志(北海道立総合研究機構)・村野健太郎・徳地直子（京都大学）・
藍川昌秀（北九州市立大学）・加藤真美（石川県保健環境センター）・千島
克隆（山形県環境科学研究センター）・向井人史（国立環境研究所）

P-79 道路周辺のアンモニア濃度への自動車排出ガスの影響 
○松本利恵・長谷川就一・市川有二郎・村田浩太郎・佐坂公規・武藤洋介・
米持真一（埼玉県環境科学国際センター）

P-80 自動車排出ガス中のアンモニアに関する研究（第 2 報） 
○齊藤伸治・鶴丸央・陸田雅彦（（公財）東京都環境公社 東京都環境科学
研究所）

P-81 使用過程車からの酸化エチレンおよび酸化プロピレン
の排出量について 

○舟久保千景・岡田めぐみ・陸田雅彦・佐藤友規・柳井孝一・矢波清・我
部正志・星純也（（公財）東京都環境公社 東京都環境科学研究所）

P-82 短時間ソーク後の小型使用過程車からの N2O 排出量 
○岡田めぐみ・舟久保千景・陸田雅彦・山﨑実・佐藤友規・柳井孝一・矢
波清・我部正志（（公財）東京都環境公社 東京都環境科学研究所）

P-83 NOx・VOC 対策削減量・対策費用・A4MDA8 の同時算定
による光化学 Ox 総合評価 

○冨田幸佳・森川多津子・伊藤晃佳（一般財団法人日本自動車研究所）

P-84 排出量の時間、月変動の抽出および COVID-19 パンデミ
ック時の減少量評価のための活動量の変動解析 

○北山響・茶谷聡（国立環境研究所）

P-85

タイヤ摩耗粉塵を含む非排気由来の粒子排出実態に関
する研究
1.排出実態を考慮したタイヤ摩耗粉塵排出係数の確立
および試験法構築(1)

○利根川義男・柏倉桐子・冨田幸佳・森川多津子，伊藤晃佳（一般財団法
人日本自動車研究所）

P-86

タイヤ摩耗粉塵を含む非排気由来の粒子排出実態に関
する研究
2. 全国車両活動量データベースの構築とタイヤ摩耗粉
塵高精度推計のためのタイヤ運動モデル構築(1)

○冨田幸佳・森川多津子・利根川義男・柏倉桐子・伊藤晃佳（一般財団法
人日本自動車研究所）
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P-87 
タイヤ摩耗粉塵を含む非排気由来の粒子排出実態に関
する研究 
3. 非排気粒子の全国排出量分布の整備(1) 

○森川多津子・冨田幸佳・利根川義男・柏倉桐子・伊藤晃佳（一般財団法
人日本自動車研究所） 

P-88 2018 年度版 PM2.5等大気汚染物質排出インベントリ 
1.全体概要 

○森川多津子（一般財団法人日本自動車研究所）・笛木章亘（株式会社 NTT 
データ CCS）・新田竜太・佐藤厚（株式会社数理計画）・梅崎良樹・小島建
太（社会システム株式会社） 

P-89 2018 年度版 PM2.5等大気汚染物質排出インベントリ 
2.自動車排出量 

○新田竜太・佐藤厚（株式会社数理計画）・森川多津子（一般財団法人日
本自動車研究所）・笛木章亘（株式会社 NTT データ CCS）・梅崎良樹・小
島建太（社会システム株式会社） 

P-90 2018 年度版 PM2.5等大気汚染物質排出インベントリ 
3.固定発生源等の排出量推計 

○笛木章亘（株式会社ＮＴＴデータＣＣＳ）・森川多津子（一般財団法人
日本自動車研究所）・新田竜太・佐藤厚（株式会社数理計画）・梅崎良樹・
小島建太（社会システム株式会社） 

P-91 超微小粒子を対象とした曝露評価のための Land Use 
Regression モデルの構築‐計画と予備調査の結果‐ 

○堺温哉・伊藤剛（一般財団法人日本自動車研究所）・中井里史（横浜国
立大学大学院環境情報学府・研究院） 

P-92 ジチオスレイトールアッセイによる鉱物ダスト標準物
質の酸化能の測定：黄砂の酸化能に対する示唆 

○西田千春（福岡大学・慶應義塾大学）小林拓（山梨大学）・原圭一郎・
林政彦（福岡大学） 

P-93 気液界面細胞曝露手法によるナノプラスチック粒子曝
露による酸化ストレス誘導評価 

○藤谷雄二・古山昭子・鈴木剛（国立環境研究所） 

P-94 ウレタン製品からのイソシアネート類放散試験法の開
発 

○藤谷雄二・高澤嘉一・鈴木剛・柳澤利枝・小池英子（国立環境研究所） 

P-95 硫化水素による金属腐食の対策に資する新たな測定手
法の開発 

○土屋 郷・岡田真秀・青木一樹・平良千鶴子（東北緑化環境保全株式会
社） 

P-96 AI を用いた位相差顕微鏡画像解析による気中アスベス
ト繊維の迅速測定に関する基礎的検討（その 3） 

○山本貴士（国立環境研究所）・岩崎一晴（日本エヌ・ユー・エス株式会
社）・飯田裕貴子・結城健一（株式会社環境管理センター）・仲地史裕・山
城勇人・桐 賢太郎（日本エヌ・ユー・エス株式会社）・豊口敏之（株式会
社環境管理センター）・寺園淳（国立環境研究所） 

P-97 多変量解析による解体等工事業者の特性評価：アスベス
ト対策への活用の試み 

○豊永悟史（熊本県保健環境科学研究所・熊本県環境生活部環境局環境保
全課）・古澤尚英（熊本県保健環境科学研究所） 

P-98 解体及び破砕現場等における金属成分等の飛散状況 
○山本康彦・竹本光義・濱脇亮次（広島県立総合技術研究所保健環境セン
ター） 

P-99 横浜、能登における氷晶核粒子濃度に対する粒子組成お
よび熱感受性生物起源粒子の寄与 

○岩田歩（気象研究所・慶應義塾大学）・Samuel Gray MURRAY・栗原一嘉 
（慶應義塾大学）・松木篤（金沢大学）・奥田知明（慶應義塾大学） 

P-100 Study on the scavenging efficiency/ratios of particulate 
carbonaceous components observed in Japanese sites 

○Mingqun Huo・Keiichi Sato（Asia Center for Air Pollution Research） 

P-101 札幌市における大気中粒子状物質の長期的·季節的変動  
－PM，PAHs，NPAHs の概要－ 

○芥川智子・酒井茂克（北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研
究所）・早川和一（金沢大学 環日本海域環境研究センター） 

P-102 札幌市における大気中粒子状物質の長期的・季節的変動
－PM、PAHs、NPAHs の発生源－ 

○早川和一（金沢大学 環日本海域環境研究センター）・酒井茂克・芥川智
子（北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所） 

P-103 2022 年度東京都 23 区の SPM 濃度に関するデータ解析 ○竹内淨・鳥海天音・東秀和（高千穂大学人間科学部） 

P-104 ACSA-14, PX-375, 手分析による PM2.5 成分 1 時間値を
用いた PM2.5高濃度イベント解析 

○弓場彬江（アジア大気汚染研究センター）・高橋克行・柴崎みはる・ 吉
村有史（日本環境衛生センター 東日本支局）・Pham Kim Oanh・佐藤啓市
（アジア大気汚染研究センター） 

P-105 ベトナムハノイで観測された PM2.5 中の水溶性ブラウン
カーボンについて 

○黒土優太・関口和彦（埼玉大学大学院理工学研究科） 

P-106 有機トレーサーを用いた福井市の PM2.5 におけるバイオ
マス燃焼源の考察 

○川村恭平・岩井直樹（福井県衛生環境研究センター）・池盛文数（名古
屋市環境科学調査センター）・ 畑光彦（金沢大学） 

P-107 さいたま市における PM2.5 及び PM1 成分データ PMF モ
デルの比較 

○木村彰・城裕樹（さいたま市健康科学研究センター） 

P-108 都市大気および自由対流圏大気中 PM2.5 及び PM1 の質量
濃度と化学組成の特徴(3) 

○周雪婷・大河内博・井田亮汰・村田克・久保田裕仁（早稲田大学）・米
持真一（埼玉県環境科学国際センター） 

P-109 東京都における PM2.5中タンパク質濃度について ○釜谷光保・佐々木啓行（（公財）東京都環境公社 東京都環境科学研究所） 

P-110 広島県中部沿岸部における大気中ヒ素高濃度事例の解
析 

○竹本光義（広島県立総合技術研究所保健環境センター） 

P-111 大気中のエンドトキシン起源推定のための測定法検討 ○真辺将弥・奥田知明（慶應義塾大学） 

P-112 化学イオン化飛行時間型質量分析計による気相中 PFAS
のリアルタイムモニタリング 

○松神麻美・Abigail Koss・Carla Frege・Veronika Pospisilova・Joel Kimmel
（TOFWERK） 

P-113 阿蘇火山地帯における大気中水銀形態別濃度と火山活
動状況との関連性 

○丸本幸治・丸尾裕一（国立水俣病総合研究センター） 
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P-114 臨界負荷量の限界と可能性―オランダの畜産と窒素汚
染問題を考える 

○堅田元喜（キヤノングローバル戦略研）

P-115 東日本大震災による福島県相双地域における大気質の
変化 

○蛭田真史（福島県環境創造センター）・大竹俊史（福島県環境創造セン
ター・福島県会津地方振興局）・國井芳彦（福島県環境創造センター・福
島県生活環境部中間貯蔵・除染対策課）

P-116 都市域におけるガス状硝酸濃度の鉛直分布 
○山神勇理（名古屋大学環境学研究科）・山神真紀子（名古屋市環境科学
調査センター）・長田和雄（名古屋大学環境学研究科）

P-117 長崎県福江島および福岡市におけるエアロゾル化学成
分の長期連続観測 

○吉野彩子・高見昭憲・清水厚（国立環境研究所）・西田千春（慶應義塾
大学・福岡大学）・原圭一郎・林政彦（福岡大学）

P-118 モデルシミュレーションにおける北陸及び北部九州に
おける PM2.5の動態解析

○猪股弥生（金沢大学）・吉野彩子（国立環境研究所）高見昭憲（金沢大
学）・梶野瑞王（気象研究所）・唐寧・早川和一・中村裕之（金沢大学）
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＜第２日目 ９月１４日（木）午前＞ 

Ａ会場 光化学オキシダント 1 

座長：米持真一，長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター） 

2A0930 
光化学オキシダントおよび前駆物質への気温影響に関
する観測値解析 

○伊藤晃佳・冨田幸佳・森川多津子（一般財団法人日本自動車研究所）

2A0945 
脱炭素と低オゾンを両立するシナリオ提案のための地
表オゾン将来予測実験 

○河野なつ美（埼玉県環境科学国際センター）・永島達也（国立環境研究
所）・板橋秀一（電力中央研究所）・大原利眞（埼玉県環境科学国際センタ
ー）

2A1000 国内 4 地域の光化学オキシダント濃度の長期変化 
○吉村有史・柴崎みはる・遠藤智美・高橋克行（（一財）日本環境衛生セ
ンター）

2A1015 
埼玉県所沢市における都市郊外大気の PANs 全量の常
時監視の試み 

○松本淳（早稲田大学）・定永靖宗（大阪公立大学）・加藤俊吾（東京都立
大学）・谷本浩志・猪俣敏（国立環境研究所）

座長：松本淳（早稲田大学），森川多津子（日本自動車研究所） 

2A1030 
関東地域におけるオゾン生成感度レジーム指標のモデ
ル再現性評価

○速水 洋・大河内 博（早稲田大学）・和田龍一（帝京科学大学）・渡辺幸
一（富山県立大学）・米持真一（埼玉県環境科学国際センター）

2A1045 
北海道における光化学オキシダント環境基準超過時の
近年の要因について 

○大塚英幸・仮屋遼（（地独）道総研エネルギー・環境・地質研究所）

2A1100 
NOx 低下に伴う埼玉県の光化学オキシダント高濃度の
出現動向の考察 

○長谷川就一（埼玉県環境科学国際センター）

2A1115 
長期大気質シミュレーションに基づく関西・関東地方
のオゾン経年変化要因の解析：オゾン経年変化の再現
性 

○嶋寺光・荒木真（大阪大学）・浦西克維（北九州市立大学）・茶谷聡・北
山響（国立環境研究所）・入江仁士（千葉大学）・板橋秀一（電力中央研究
所）

B 会場 数値解析・モデリング／気候変動 1 

座長：嶋寺光（大阪大学），黒川純一（アジア大気汚染研究センター） 

2B0930 
領域化学輸送モデルによる有害大気汚染物質の濃度計
算の検証 

○茶谷聡（国立環境研究所）・熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所）・星純
也（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所）

2B0945 
6 種類の異なるタイムスケールによるオゾン濃度低減
対策効果の評価 

○茶谷聡・北山響（国立環境研究所）・板橋秀一（電力中央研究所）・入江
仁士（千葉大学）・嶋寺光（大阪大学）

2B1000 
準リアルタイムでのオゾン前駆体の地表面濃度推定に
向けた衛星計測データと数値モデルの複合利用可能性
の検討 

○板橋秀一（電力中央研究所）・入江仁士（千葉大学）・嶋寺光（大阪大
学）・北山響・茶谷聡（国立環境研究所）

2B1015 
大気質モデル間相互比較実験に基づく二次生成粒子濃
度のモデル予測性能の評価 

○山地一代・湯淺玲奈（神戸大学）・茶谷聡（国立環境研究所）・嶋寺光（大
阪大学）・板橋秀一（電力中央研究所）・櫻井達也（明星大学）

座長：吉村有史（日本環境衛生センター），山地一代（神戸大学） 

2B1030 隠岐島における 40 年間の大気粉じんの成分調査 
○江角敏明・倉橋雅宗・池田有里・松岡勇希・草刈崇志（島根県保健環境
科学研究所）・藤原誠（島根県環境政策課）・向井人史（国立環境研究所） 

2B1045 
アジアにおける近年の SLCF 関連物質排出インベント
リの相互比較

○黒川純一・桐山悠祐（アジア大気汚染研究センター）

2B1100 
我が国の畜産業に由来する温室効果ガスおよび揮発性
有機化合物の排出実態 

○高原歩美・宮崎あかね（日本女子大学）・黒田久雄（茨城大学）・
堅田元喜（キヤノングローバル戦略研究所）・田中伸幸（電力中央研究

所）

2B1115 
北海道における雪の変化による気候変動影響とその適
応策について 

○野口泉・鈴木啓明・濱原和広・山口高志・長谷川祥樹・三上英敏・芥川
智子・小野理（(地独)北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究
所）
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C 会場 動物・疫学・リスク／粒子状物質 1 

座長：中井里史（横浜国立大学），堺温哉（日本自動車研究所） 

2C0915 
ラットを用いたポリプロピレン微粒子の肺障害性の評
価

○友永泰介・和泉弘人・川合直紀・佐藤和真・西田千夏・東泰幸・森本俊
規・東秀憲・矢寺和博・森本泰夫（産業医科大学）

2C0930 
二酸化窒素（NO₂）を曝露したヒト気道上皮の長鎖ノン
コーディング RNA（lncRNA）の発現解析
（1）NO₂ 曝露により発現変動する lncRNA の探索

○伊藤剛・村木直美・田村久美子（一般財団法人日本自動車研究所）・田
嶋敦（金沢大学）

2C0945 
二酸化窒素（NO₂）を曝露したヒト気道上皮の長鎖ノン
コーディング RNA（lncRNA）の発現解析
（2）NO₂ 曝露が炎症関連 lncRNA 発現におよぼす影響

○村木直美・伊藤剛・田村久美子（一般財団法人日本自動車研究所）・田
嶋敦（金沢大学）

2C1000 
樹状細胞の細胞性免疫応答は浮遊粒子状物質の細胞内
蓄積により低下する 

中平夕貴・大友大輔（神戸学院大学）・日高興士（神戸大学 研究基盤セン
ター）・奥田知明（慶應義塾大学）・○小野寺章（神戸学院大学）

2C1015 
カスパーゼ-3 センサー法によるベンゾ[a]ピレンの健
康リスクに関する評価研究

○王イセイ・王青躍・鈴木美穂（埼玉大学大学院理工学研究科）・中島大
介（国立環境研究所環境リスク研究センター）

2C1030 
エアロゾル粒子の有害性評価試験に利用可能な水溶性
フィルターの開発

○奥田知明・白石真菜・椿田佳里奈・柴田雄大・吉村公佑・黒川成貴・堀
田篤（慶應義塾大学）

座長：佐々木博行（アジア大気汚染研究センター），久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター） 

2C1045 都市域における帯電粒子の数濃度分布の季節変化 
○森樹大・石井悠人（慶應義塾大学）・岩田歩（気象研究所）・奥田知明（慶
應義塾大学）

2C1100 
鉄道沿線で採取した粒子状物質中に含まれる磁性粒子
の特徴 

○米持真一（埼玉県環境科学国際センター）・城裕樹（さいたま市健康科
学研究センター）・杉山敦史（吉野電化工業(株)）・大河内博（早稲田大
学）・Senlin Lu（Shanghai University）

2C1115 
東京における沿道･一般環境での PM2.5 及びその成分別
濃度の長期変動傾向 

○早崎将光・萩野浩之・森川多津子・伊藤晃佳（日本自動車研究所）

D 会場 酸性雨・沈着 

座長：山口高志（北海道立総合研究機構），南齋勉（静岡理工科大学） 

2D1000 
降雨に含まれる氷晶核およびイオン成分解析のための
初期的検討 

○村田浩太郎・松本利恵（埼玉県環境科学国際センター）

2D1015 137Cs の沈着量分布の変動 ○渡邊 明（気候変動研究所）

2D1030 
乾性沈着推定法を用いた東アジア地域における窒素お
よび硫黄の大気沈着量長期評価 

○伴聡美（日本環境衛生センター）・松田和秀（東京農工大学）

2D1045 
北海道の分断化した落葉広葉樹林における大気アンモ
ニアの樹冠吸収の重要性

○堅田元喜（キヤノングローバル戦略研究所）・山口高志（北海道立総合
研究機構）・渡辺誠（東京農工大学）・福島慶太郎（福島大学）・中山理
智（日本原子力研究開発機構）・永野博彦（新潟大学）・小嵐淳（日本原
子力研究開発機構）・舘野隆之輔（京都大学）・久保田智大（日本原子力
研究開発機構）

2D1100 
東京郊外の落葉樹林におけるアンモニア交換フラック
スの特徴

○徐懋（東京農工大学グローバルイノベーション研究院）・松田和秀（東
京農工大学農学部附属広域都市圏フィールドサイエンス教育研究センタ
ー）

2D1115 
デニューダ・フィルターパック法による長期観測に基
づく東京郊外におけるガス状および粒子状反応性窒素
濃度の経年変化 

○徐懋（東京農工大学グローバルイノベーション研究院）・三塚菜穂（東
京農工大学・）松田和秀（東京農工大学農学部附属広域都市圏フィールド
サイエンス教育研究センター）
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＜第３日目 ９月１５日（金）午前＞ 

Ａ会場 粒子状物質 2 

座長：池盛文数（名古屋市環境科学調査センター），弓場彬江（アジア大気汚染研究センター） 

3A0930 
大気粉じん中六価クロム化合物測定における誤差の抑
制手法の検討と大阪府におけるモニタリング結果 

○西村理恵・武田知也（（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所）

3A0945 走査型電子顕微鏡を用いた PM2.5の実態把握 
○石割隼人・菊池麻希子・宮澤誠・武田麻由子（神奈川県環境科学センタ
ー）

3A1000 
大気浮遊粉じん中マイクロプラスチック分析方法の検
討 

○中尾賢志・秋田耕佑・浅川大地・船坂邦弘（大阪市立環境科学センタ
ー）・尾﨑麻子（大阪健康安全基盤研究所）・桝元慶子（大阪公立大学）・
奥田哲士（龍谷大学）

3A1015 
機械学習による光散乱式 PM2.5粉じん計の精度向上（第
2 報）～通年計測による機械学習モデルの最適化の検討
～ 

○小山翔・霜村浩一・榎本孝紀（柴田科学株式会社）

座長：熊谷貴美代（群馬県衛生環境研究所），松本潔(山梨大学) 

3A1030 
新潟市郊外で通年観測した PM2.5 中炭素成分濃度の変
動 

○佐藤啓市・霍銘群・弓場彬江・二見真理・桃井拓也・桐山悠祐（アジア
大気汚染研究センター）・高橋司（新潟県保健環境科学研究所）・箕浦宏明
（アジア大気汚染研究センター・名古屋商科大学）・紀本岳志・佐野徳太
郎（紀本電子工業）

3A1045 
人為起源 VOC と PM2.5中ニトロ芳香族炭化水素類の昼
夜観測 

○池盛文数・上田真久・長谷川瞳（名古屋市環境科学調査センター）・
西村理恵・平松まみ（大阪府立環境農林水産総合研究所）・村上友規（奈
良県景観・環境総合センター）・高林愛（奈良県水道局）・佐藤圭・茶谷聡・
菅田誠治（国立環境研究所）

3A1100 
大気質モデルを用いた国外バイオマス燃焼由来 PM2.5

の越境輸送解析-2018 年 4月北海道 

○浦西克維（北九州市立大学）・池盛文数（名古屋市環境科学調査センタ
ー，）・嶋寺光（大阪大学）・高見京平（株式会社 KANSOテクノス）・野上
敦嗣（北九州市立大学）・菅田誠治（国立環境研究所）

3A1115 
関東甲信静における PM2.5 のキャラクタリゼーション
（第 14 報） 

○菊池麻希子・武田麻由子（神奈川県環境科学センター）・関東地方大気
環境対策推進連絡会微小粒子状物質・光化学オキシダント調査会議

座長：佐藤啓市（アジア大気汚染環境センター），竹内淨（高千穂大学人間科学部） 

3A1130 PM2.5中水溶性亜鉛の測定および解析 ○久恒邦裕・山神真紀子（名古屋市環境科学調査センター）

3A1145 森林域におけるエアロゾル中有機態窒素の化合物組成 
○松本潔・桑原智大（山梨大学大学院）・平井亜希（山梨大学），中野隆志
（山梨県富士山科学研究所）

3A1200 降雨により排出されたアスベストの再飛散の可能性 
○板野泰之・酒井護・中尾賢志・花田拓也（大阪市立環境科学研究センタ
ー）

3A1215 
群馬県における夏季の PM2.5 中二次有機マーカーの日
内挙動 

○熊谷貴美代・坂本祥一・田子博（群馬県衛生環境研究所）

B 会場 光化学オキシダント 2／VOC 

座長：桐山悠祐（アジア大気汚染環境センター），島田幸治郎（琉球大学） 

3B0930 
長崎県で秋季に初めて発令された光化学オキシダント
注意報の概況 

○板橋秀一（一般財団法人 電力中央研究所）

3B0945 
光化学オキシダント高濃度日における東京都内 VOC
調査 

○橳島智恵子・星純也・國分優孝（（公財）東京都環境公社東京都環境科
学研究所）

3B1000 
ボックスモデルによる東京都内のオゾン濃度再現と
VOC排出量推定 

○國分優孝（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所）・茶谷聡（国
立環境研究所）・鶴丸央・橳島智恵子・星純也（（公財）東京都環境公社東
京都環境科学研究所）

3B1015 
光化学オキシダントにおける気象要因を補正した経年
変化の検討 2 

○山神真紀子・久恒邦裕（名古屋市環境科学調査センター）・長田和雄（名
古屋大学大学院環境学研究科）・北田敏廣（豊橋技術科学大学）
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座長：加藤俊吾（東京都立大学），岩田歩（気象研究所） 

3B1030 バックグラウンド地域における VOC 成分の濃度変動 
○星純也・橳島智恵子・齊藤伸治・鶴丸央（（公財）東京都環境公社東京
都環境科学研究所）・熊谷貴美代・坂本祥一（群馬県衛生環境研究所）・長
田和雄（名古屋大学）

3B1045 
TD-GC-MS による空気中アセトアルデヒド、エタノー
ル、VOC 一斉分析法の検討

○星野邦広（（株）ENV サイエンストレーディング）・達晃一（いすゞ自
動車（株）・静岡県立大学）・徳村雅弘（静岡県立大学）

3B1100 川崎市と東京都江東区における時別 NH3 濃度 

○長田和雄（名古屋大学）・菊地美加・重水洋平・沼田和也・鈴木義浩・
小林勉（川崎市環境総合研究所）・福﨑有希子（横浜市環境科学研究所）・
武田麻由子（神奈川県環境科学センター）・齊藤伸治・鶴丸央（東京都環
境科学研究所）

3B1115 
カンボジアのシェムリアップにおける硫酸エアロゾル
へのアンモニア取り込みの抑制

○島田幸治郎（琉球大学・早稲田大学）・大河内博（早稲田大学）・鬼頭壮
一郎・新垣雄光（琉球大学）・中野孝教・梶川友貴・内田悦生・中川武（早
稲田大学）・松井敏也（筑波大学）・石塚充雅（日本国政府アンコール遺跡
救済チーム）・荒井豊明（トランステック株式会社）・宇田川智（東京ダイ
レック株式会社）・PHORSDA Phul ・LAY Poty・HANG Peou（APSARA
National Authority）

座長：長田和雄（名古屋大学），星野邦広（（株）ENV サイエンストレーディング） 

3B1130 GPS ゾンデとドローンの気象観測結果の比較（その 2） 
○佐藤久成・小野寺孝典・江目順一・富田尚樹・上泉皆・青木一樹・笹川
健一（東北緑化環境保全株式会社）

3B1145 大気中 NH3の経年変化と農業起源排出量の影響 
○桐山悠祐・黒川純一・佐藤啓市（一般財団法人日本環境衛生センター
アジア大気汚染研究センター）

3B1200 
東京都市域の江東区における大気中揮発性有機化合物
および水素の測定 

○加藤俊吾・小平紗英・宮恵斗（東京都立大学）・鶴丸央・齊藤伸治・小
谷野眞司（東京都環境科学研究所）

3B1215 
畜舎から排出される揮発性有機化合物の簡便安価な除
去技術の検討 

○田中伸幸（電力中央研究所）・相澤有香・羽成七海・宮崎あかね（日本
女子大学）・堅田元喜（キヤノングローバル戦略研究所）・黒田久雄（茨城
大学）

C 会場 気候変動 2／移動発生源 

座長：板野泰之（大阪市立環境科学研究センター），森樹大（慶應義塾大学） 

3C1015 
埼玉県における二酸化炭素濃度の変動と排出源との関
係について 

○武藤洋介（埼玉県環境科学国際センター）

3C1030 
湧水を活用した歩道におけるヒートアイランド対策効
果の検証（２） 

○中島寛則（名古屋市環境科学調査センター）

3C1045 
気候変動下の夏季 O₃高濃度発生を支配する広域～局地
スケールの気象要因解析

○吉門洋・秦寛夫・井上和也（産業技術総合研究所）

座長：近藤美則（国立環境研究所），伊藤晃佳（日本自動車研究所） 

3C1100 
社会を変える燃費（km/L）から電費（km/kWh）への転
換、電気自動車の走行特性 

○田中茂（慶應義塾大学名誉教授）・原朋子（ＳＴパートナーズ）

3C1115 
電気自動車の普及の課題、充電池、充電方法の理解と
展望 

○田中茂（慶應義塾大学名誉教授）・原朋子（ＳＴパートナーズ）

3C1130 次世代燃料による粒子状物質への排出影響の一例 ○柏倉桐子・福田圭佑・利根川義男（一般財団法人 日本自動車研究所）

3C1145 
大型観光バスの継続使用中９年間の排出ガス性状の変
化について 

○我部正志・山﨑実・佐藤友規・星純也（（公財）東京都環境公社東京都
環境科学研究所）

3C1200 
路上走行試験による使用過程大型車からの排出ガスの
排出特性②（細街路走行時の走行データの解析例） 

○佐藤友規・陸田雅彦・山﨑実（（公財）東京都環境公社東京都環境科学
研究所）・國領和夫・尾形竹彦（(株)現代企画社）・星純也（（公財）東京
都環境公社東京都環境科学研究所）

3C1215 
自動車ブレーキ摩耗粉塵の大気中 PM への寄与 
―観測結果と大気シミュレーションから 

○森川多津子・萩野浩之・細谷純一・伊藤剛（一般財団法人 日本自動車
研究所）
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D 会場 有害化学物質／植物影響 

座長：小野寺章（神戸学院大学），渡辺誠（東京農工大学） 

3D0945 
茨城県内における有害大気汚染物質調査の結果につい
て 

○齋藤佑樹・豊岡久美子・田畑恵（茨城県霞ケ浦環境科学センター）

3D1000 
ドローンを用いた大気中ガス状水銀の観測法開発と適
用 

○木口倫（秋田県立大学）・佐藤友平・東海林暁（秋田県分析化学センタ
ー）・末継淳・永吉武志（秋田県立大学）・田近譲・吉田真（秋田県分析化
学センター）・間所洋和（岩手県立大学）・井上誠（秋田県立大学）・大澤
寿・西川裕之（秋田県分析化学センター）

3D1015 
我が国の高齢者介護施設個室内における空気中微生物
濃度と人間行動との関係 

○田中伸幸（電力中央研究所）・撫中達司（東海大学）・服部俊一・岩松俊
哉・三浦輝久・堤富士雄（電力中央研究所）

座長：玉置雅紀，青野光子（国立環境研究所） 

3D1030 
スギ成木の樹冠内における葉のオゾン吸収量の鉛直分
布

○田中亮志（東京農工大学大学院連合農学研究科）・浦島未有・川俣建太
（東京農工大学大学院）・松田和秀・伊豆田猛・渡辺誠（東京農工大学大
学院農学研究院）

3D1045 
スギ成木の針葉において光合成に利用される窒素の樹
冠内分布

○浦島未有（東京農工大学大学院）・田中亮志（東京農工大学大学院連合
農学研究科）玉置美聡・川俣建太（東京農工大学大学院）伊豆田猛・渡辺
誠（東京農工大学大学院農学研究院）

3D1100 
塩類集積土壌のファイトレメディエーションモデル開
発に向けた実験的研究 

○黄瀬佳之・遠藤美玲・塚田康司・片岡良太（山梨大学）

3D1115 
高濃度 CO₂ によるコマツナの葉の純光合成速度促進
効果に及ぼす栽培環境の影響 

○山口真弘・山﨑菜々子・梶谷健太郎・佐伯陽（長崎大学）・黄瀬佳之（山
梨大学大学院）・米倉哲志（埼玉県環境科学国際センター）

座長：黄瀬佳之（山梨大学），山口真弘（長崎大学） 

3D1130 
都市緑化樹 10 種の年間積算オゾン吸収量の樹種間差
異に関する実験的研究 

○大井菜ノ香・八木田彩乃（東京農工大学大学院）・渡辺誠・伊豆田猛（東
京農工大学大学院農学研究院）

3D1145 
ケヤキの成木と苗木の個葉におけるオゾン吸収速度の
違いとその要因の解析

○中寺美月（東京農工大学大学院）・遠藤渉（東京農工大学）・大井菜ノ
香・八木田彩乃（東京農工大学大学院）・伊豆田猛・渡辺誠（東京農工大
学大学院農学研究院）

3D1200 
スギ成木の樹液流速の測定高度による違いとそれがオ
ゾン吸収量の推定に与える影響

○東海創太（東京農工大学大学院）・田中亮志（東京農工大学大学院連合
農学研究科）・松田和秀・伊豆田猛・渡辺誠（東京農工大学大学院農学研
究院）

3D1215 
サクラ成木の葉面ブラックカーボン粒子沈着量とそれ
に関与する葉面特性

○美藤昂介・藁谷知輝・高橋慶・太田丹理（東京農工大学大学院）・佐瀨
裕之（アジア大気汚染研究センター）・村尾直人・深澤達矢・山形定（北
海道大学大学院工学研究院）・水川薫子・高田秀重・渡辺誠・伊豆田猛（東
京農工大学大学院農学研究院）
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大気環境学会歴代会長・年会長等 

回 

開催年 

昭和/平成/

令和 

（西暦） 

名  称 開催地 会  期 年 会 長 ・ 会 長 等 

1 
35 

（1960） 

大気汚染研究全国協議会 

第1回総会 
東京都 

12月 

17，18日 

協議会会長 大気汚染研究全国協議会会長 斉藤 潔 

2 
36 

（1961） 

大気汚染研究全国協議会 

第2回総会 
東京都 

11月 30日 

12月 1日 

協議会会長 研究全国協議会会長 斉藤 潔 

3 
37 

（1962） 

大気汚染研究全国協議会 

第3回総会 
大阪市 

11月 

7，8，9日 

協議会会長 大気汚染研究全国協議会会長 斉藤 潔 

4 
38 

（1963） 

大気汚染研究全国協議会 

第4回総会 
東京都 

11月 

8，9日 

協議会会長 大気汚染研究全国協議会会長 斉藤 潔 

5 
39 

（1964） 

大気汚染研究全国協議会 

第5回総会 
宇部市 

5月 

28，29，30日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

宇部市長 

斉藤 潔 

星出寿雄 

6 
40 

（1965） 

大気汚染研究全国協議会 

第6回総会 
福岡市 

10月 30，31

日 

11月 1日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

福岡県衛生部長 

斉藤 潔 

中川正幸 

7 
41 

（1966） 

大気汚染研究全国協議会 

第7回総会 
札幌市 

11月 30日 

12月 1，2日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

北海道大学教授 

斉藤 潔 

阿部三史 

8 
42 

（1967） 

大気汚染研究全国協議会 

第8回総会 
横浜市 

11月 

28，29，30日 

協議会会長 

準備委員長 

大気汚染研究全国協議会会長 

横浜国立大学教授 

斉藤 潔 

北川徹三 

9 
43 

（1968） 

第9回大気汚染研究 

全国臨時会大会 
神戸市 

11月 

19，20，21日 

大会長 

協議会会長 

準備委員長 

神戸市長 

大気汚染研究全国協議会会長 

神戸市衛生局長 

原口忠次郎 

斉藤 潔 

和田秀雄 

10 
44 

（1969） 

第10回大気汚染研究 

全国協議会大会 
東京都 

10月 

1，2，3日 

大会長 

協議会会長 

準備事務局長 

東京都都知事 

大気汚染研究全国協議会会長 

東京都首都整備局長 

美濃部亮吉 

斉藤 潔 

石井興良 

11 
45 

（1970） 

第11回大気汚染研究 

全国協議会大会 
大阪市 

10月 

6，7，8日 

大会長 

協議会会長 

準備事務局長 

大阪市長 

大気汚染研究全国協議会会長 

大阪市総合計画局長 

中馬 馨 

斉藤 潔 

福山真三朗 

12 
46 

（1971） 

第12回大気汚染研究 

全国協議会大会 
名古屋市 

10月 

27，28，29日 

大会長 

会長（代行） 

運営委員長 

名古屋市長 

大気汚染研究全国協議会会長 

名古屋市立大学教授 

杉戸 清 

鈴木武夫 

六鹿鶴夫 

13 
47 

（1972） 

第13回大気汚染研究 

全国協議会大会 
大分市 

11月 

7，8，9日 

大会長 

協議会会長 

運営委員長 

大分県知事 

大気汚染研究全国協議会会長 

大分県公害局長 

立木 勝 

鈴木武夫 

友田亭史 

14 
48 

（1973） 

第14回大気汚染研究 

全国協議会大会 
福島市 

11月 

6，7，8日 

大会長 

協議会会長 

福島県立医科大学教授 

大気汚染研究全国協議会会長 

辻 義人 

鈴木武夫 

15 
49 

（1974） 

第15回大気汚染研究 

全国協議会大会 
千葉市 

11月 

6，7，8日 

大会長 

協議会会長 

千葉県公害研究所 

大気汚染研究全国協議会会長 

加地 信 

鈴木武夫 
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回 

開催年 

昭和/平成/

令和 

（西暦） 

名  称 開催地 会  期 年 会 長 ・ 会 長 等 

16 
50 

（1975） 

第16回大気汚染研究 

全国協議会大会 
新潟市 

11月 

5，6，7日 

大会長 

協議会会長 

新潟大学教授 

大気汚染研究全国協議会会長 

渡辺厳一 

鈴木武夫 

17 
51 

（1976） 

第17回大気汚染研究 

全国協議会大会 
横浜市 

10月 

5，6，7日 

大会長 

協議会会長 

横浜市立大学医学部長 

大気汚染研究全国協議会会長 

山賀岑朗 

鈴木武夫 

18 
52 

（1977） 

第18回大気汚染研究 

全国協議会大会 
福岡市 

11月 

9，10，11日 

大会長 

協議会会長 

福岡県衛生公害センター所長 

大気汚染研究全国協議会会長 

猿田南海雄 

鈴木武夫 

19 
53 

（1978） 
第19回大気汚染学会 札幌市 

9月 

6，7，8日 

学会長 

会長 

東日本学園大学学長 

大気汚染研究協会会長 

阿部三史 

鈴木武夫 

20 
54 

（1979） 
第20回大気汚染学会 神戸市 

11月 

6，7，8日 

学会長 

会長 

兵庫公害研究所所長 

大気汚染研究協会会長 

渡辺 弘 

鈴木武夫 

21 
55 

（1980） 
第21回大気汚染学会 浦和市 

11月 

5，6，7日 

学会長 

会長 

埼玉大学教授 

大気汚染研究協会会長 

八巻直臣 

鈴木武夫 

22 
56 

（1981） 
第22回大気汚染学会 秋田市 

10月 

7，8，9日 

学会長 

会長 

秋田大学教授 

大気汚染研究協会会長 

滝沢行雄 

鈴木武夫 

23 
57 

（1982） 
第23回大気汚染学会 宮崎市 

11月 

9，10，11日 

学会長 

会長 

宮崎医科大学教授 

大気汚染研究協会会長 

常俊義三 

鈴木武夫 

24 
58 

（1983） 
第24回大気汚染学会 四日市市 

11月 

7，8，9日 

学会長 

会長 

三重大学教授 

大気汚染研究協会会長 

吉田克己 

鈴木武夫 

25 
59 

（1984） 
第25回大気汚染学会 宇部市 

11月 

7，8，9日 

学会長 

会長 

山口大学名誉教授 

大気汚染研究協会会長 

野瀬喜勝 

鈴木武夫 

26 
60 

（1985） 
第26回大気汚染学会 東京都 

11月 

12，13，14日 

学会長 

会長 

東京都環境科学研究所所長 

大気汚染研究協会会長 

北 博正 

鈴木武夫 

27 
61 

（1986） 
第27回大気汚染学会 京都市 

11月 

16，17，18日 

学会長 

会長 

京都大学教授 

大気汚染研究協会会長 

山本剛夫 

鈴木武夫 

28 
62 

（1987） 
第28回大気汚染学会 東京都 

11月 

26，27，28日 

学会長 

会長 

大気汚染研究協会関東支部長 

大気汚染研究協会会長 

八巻直臣 

鈴木武夫 

29 
63 

（1988） 
第29回大気汚染学会 仙台市 

11月 

9，10，11日 

学会長 

会長 

東北大学教授 

大気汚染研究協会会長 

池田正之 

八巻直臣 

30 
平成元年 

（1989） 
第30回大気汚染学会 川崎市 

11月 

9，10，11日 

学会長 

会長 

国立公衆衛生院次長 

大気汚染研究協会会長 

横山榮二 

八巻直臣 

31 
2 

（1990） 
第31回大気汚染学会 金沢市 

10月 31日 

11月1，2日 

学会長 

会長 

金沢大学医学部部長 

大気汚染研究協会会長 

岡田 晃 

八巻直臣 

32 
3 

（1991） 
第32回大気汚染学会 北九州市 

10月 31日 

11月1，2日 

学会長 

会長 

産業医科大学教授 

大気汚染研究協会会長 

児玉 泰 

八巻直臣 

33 
4 

（1992） 
第33回大気汚染学会 大阪市 

12月 

1，2，3日 

学会長 

会長 

（財）日本気象協会参与 

環境科学センター所長 

大気汚染研究協会会長 

中野道雄 

八巻直臣 

34 
5 

（1993） 
第34回大気汚染学会 千葉市 

12月 

13，14，15日 

学会長 

会長 

千葉大学長 

大気汚染研究協会会長 

吉田 亮 

八巻直臣 

35 
6 

（1994） 
第35回大気汚染学会 盛岡市 

11月 

16，17，18日 

学会長 

会長 

岩手医科大学教授 

大気汚染研究協会会長 

角田文男 

横山榮二 
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名  称 開催地 会  期 年 会 長 ・ 会 長 等 

36 
7 

（1995） 
第36回大気環境学会年会 東京都 

11月 

3，4，5日 

年会長 

会長 

東京女子医科大学教授 

大気環境学会会長 

香川 順 

横山榮二 

37 
8 

（1996） 
第37回大気環境学会年会 堺市 

9月 

24，25，26日 

年会長 

会長 

大阪府立大学名誉教授 

大気環境学会会長 

矢吹萬壽 

横山榮二 

38 
9 

（1997） 
第38回大気環境学会年会 つくば市 

9月 

23，24，25日 

年会長 

会長 

筑波大学教授 

大気環境学会会長 

村上正孝 

横山榮二 

39 
10 

（1998） 
第39回大気環境学会年会 札幌市 

9月 

24，25，26日 

年会長 

会長 

北海道大学教授 

大気環境学会会長 

太田幸雄 

横山榮二 

40 
11 

（1999） 
第40回大気環境学会年会 津市 

9月 

28，29，30日 

年会長 

会長 

三重大学教授 

大気環境学会会長 

山内 徹 

横山榮二 

41 
12 

（2000） 
第41回大気環境学会年会 浦和市 

9月 

26，27，28日 

年会長 

会長 

埼玉大学教授 

大気環境学会会長 

坂本和彦 

秋元 肇 

42 
13 

（2001） 
第42回大気環境学会年会 北九州市 

10月 

6，7，8日 

年会長 

会長 

産業医科大学教授 

大気環境学会会長 

嵐谷奎一 

秋元 肇 

43 
14 

（2002） 
第43回大気環境学会年会 府中市 

9月 

11，12，13日 

年会長 

会長 

東京農工大学教授 

大気環境学会会長 

青木正敏 

秋元 肇 

44 
15 

（2003） 
第44回大気環境学会年会 京都市 

9月 

24，25，26日 

年会長 

会長 

京都大学教授 

大気環境学会会長 

笠原三紀夫 

秋元 肇 

45 
16 

（2004） 
第45回大気環境学会年会 秋田市 

10月 

20，21，22日 

年会長 

会長 

秋田大学教授 

大気環境学会会長 

小川信明 

秋元 肇 

46 
17 

（2005） 
第46回大気環境学会年会 名古屋市 

9月 

7，8，9日 

年会長 

会長 

豊橋技術科学大学教授 

大気環境学会会長 

北田敏廣 

笠原三紀夫 

47 
18 

（2006） 
第47回大気環境学会年会 東京都 

9月 

20，21，22日 

年会長 

会長 

東京大学教授 

大気環境学会会長 

柳澤幸雄 

笠原三紀夫 

48 
19 

（2007） 
第48回大気環境学会年会 岡山市 

9月 

5，6，7日 

年会長 

会長 

岡山理科大学教授 

大気環境学会会長 

野上祐作 

笠原三紀夫 

49 
20 

（2008） 
第49回大気環境学会年会 金沢市 

9月 

17，18，19日 

年会長 

会長 

金沢大学教授 

大気環境学会会長 

早川和一 

笠原三紀夫 

50 
21 

（2009） 
第50回大気環境学会年会 横浜市 

9月 

16，17，18日 

年会長 

会長 

慶應義塾大学教授 

大気環境学会会長 

田中 茂 

坂本和彦 

51 
22 

（2010） 
第51回大気環境学会年会 豊中市 

9月 

8，9，10日 

年会長 

会長 

大阪大学准教授 

大気環境学会会長 

近藤 明 

坂本和彦 

52 
23 

（2011） 
第52回大気環境学会年会 長崎市 

9月 

14，15，16日 

年会長 

会長 

長崎大学教授 

大気環境学会会長 

武政 剛弘 

坂本和彦 

53 
24 

（2012） 
第53回大気環境学会年会 横浜市 

9月 

12，13，14日 

年会長 

会長 

神奈川大学教授 

大気環境学会会長 

井川 学 

坂本和彦 

54 
25 

（2013） 
第54回大気環境学会年会 新潟市 

9月 

18，19，20日 

年会長 

会長 

(一財)日本環境衛生センター 

アジア大気汚染研究センター所長

大気環境学会会長 

秋元 肇 

若松伸司 

55 
26 

（2014） 
第55回大気環境学会年会 松山市 

9月 

17，18，19日 

年会長 

会長 

愛媛大学教授 

大気環境学会会長 

若松伸司 

若松伸司 
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56 
27 

(2015) 
第56回大気環境学会年会 東京都 

9月 

15，16，17日 

年会長 

会長 

早稲田大学教授 

大気環境学会会長 

名古屋俊士 

若松伸司 

57 
28 

（2016） 
第57回大気環境学会年会 札幌市 

9月 

7，8，9日 

年会長 

会長 

北海道大学准教授 

大気環境学会会長 

村尾直人 

若松伸司 

58 
29 

（2017） 
第58回大気環境学会年会 神戸市 

9月 

6，7，8日 

年会長 

会長 

兵庫医科大学教授 

大気環境学会会長 

島 正之 

大原利眞 

59 
30 

（2018） 
第59回大気環境学会年会 春日市 

9月 

12，13，14日 

年会長 

会長 

九州大学主幹教授 

大気環境学会会長 

鵜野伊津志 

大原利眞 

60 
令和元年 

（2019） 
第60回大気環境学会年会 府中市 

9月 

18，19，20日 

年会長 

会長 

東京農工大学教授 

大気環境学会会長 

伊豆田 猛 

大原利眞 

61 
2 

（2020） 
第61回大気環境学会年会 誌上開催 

9月14日 

～10月4日 

年会長 

会長 

信州大学教授 

大気環境学会会長 

野見山 哲生 

大原 利眞 

62 
3 

（2021） 
第62回大気環境学会年会 

オンライン 

開催 

9月 

15，16，17日 

年会長 

会長 

埼玉県環境科学国際センター研究所長 

大気環境学会会長 

大原 利眞 

伊豆田 猛 

63 
4 

（2022） 
第63回大気環境学会年会 堺市 

9月 

14，15，16日 

年会長 

会長 

大阪公立大学教授 

大気環境学会会長 

竹中 規訓 

伊豆田 猛 

64 
5 

（2023） 
第64回大気環境学会年会 つくば市 

9月 

13，14，15日 

年会長 

会長 

産業技術総合研究所上級主任研究員 

大気環境学会会長 

兼保 直樹 

伊豆田 猛 
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第 64 回大気環境学会年会実行委員名簿 

学会長 伊豆田猛 東京農工大学 

年会長 兼保直樹 福島国際研究教育機構/産業技術総合研究所 

実行委員長 篠原直秀 産業技術総合研究所 

事務局長 秦寛夫 産業技術総合研究所 

常任理事（年会担当） 奥田知明 慶應義塾大学 

特別集会・シンポジウム委員 〇 梶野瑞王 気象研究所 

岩田歩 気象研究所 

早崎将光 日本自動車研究所 

黄瀬佳之 山梨大学 

プログラム委員 〇 伏見暁洋 国立環境研究所 

森川多津子 日本自動車研究所 

吉門洋 産業技術総合研究所 

工藤慎治 滋賀県立大学 

南齋 勉 静岡理工科大学 

機器展示・技術セミナー委員 〇 村島淑子 産業技術総合研究所 

森野悠 国立環境研究所 

伊藤晃佳 日本自動車研究所 

小島謙太郎 柴田科学株式会社 

平崎太一 カノマックスアナリティカル株式会社

楊柳 東京ダイレック株式会社 

青柳玲児 株式会社ガステック 

山口真弘 長崎大学 

水越厚史 近畿大学 

齊藤貢 岩手大学 

会場運営委員 〇 井上和也 産業技術総合研究所 

梶原秀夫 産業技術総合研究所 

利根川義男 日本自動車研究所 

峰島知芳 国際基督教大学 

武田麻由子 神奈川県環境科学センター 

会計・広報委員 〇 堺温哉 日本自動車研究所 

藤谷雄二 国立環境研究所 

板橋秀一 電力中央研究所 

川島洋人 芝浦工業大学 

本部年会委員 松田和秀 東京農工大学 

板野泰之 大阪市環境科学研究センター 

〇：各委員会責任者
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年会会期中（9 月 13 日～15 日）、共用講堂 1 階ホワイエ（F 会場）にて環境機器展を開催
します。協賛企業の最新機器の展示や技術・サービスの紹介がありますので情報交換の機会
として、是非ご参加下さい。機器展会場には無料ドリンクコーナーを設置し、景品がもらえ
るスタンプラリーも開催します。 

また、1日目・2日目の昼には中会議室（C会場）と小会議室（D会場, 1 日目のみ）にて技
術セミナーを開催します。各技術セミナー会場では各日先着 50 名に例年以上に充実したお弁
当とお飲み物をご用意しておりますので、是非ご参加下さい。 

環境機器展や技術セミナー、広告掲載を通じまして、関係各位から本年会の開催に多大な
ご支援をいただいております。年会参加者の皆様の環境機器展や技術セミナーへの積極的な
ご参加をお待ちしております。 

＜＜機機器器展展示示  22 小小間間＞＞  

11.. 紀紀本本電電子子工工業業  株株式式会会社社

＜＜機機器器展展示示  11 小小間間＞＞  

11.. 光光明明理理化化学学工工業業  株株式式会会社社

22.. カカノノママッッククススアアナナリリテティィカカルル  株株式式会会社社

33.. 株株式式会会社社  ガガスステテッックク

44.. 東東京京ダダイイレレッックク  株株式式会会社社

55.. 柴柴田田科科学学  株株式式会会社社

66.. 株株式式会会社社  アアイイデデッックク

77.. 英英弘弘精精機機  株株式式会会社社

88.. ムムララタタ計計測測器器ササーービビスス  株株式式会会社社

99.. 日日本本ササーーモモ  株株式式会会社社

1100.. 株株式式会会社社  堀堀場場製製作作所所

1111.. 東東亜亜デディィーーケケーーケケーー  株株式式会会社社

（受付順） 

環環境境機機器器展展  展展示示企企業業・・団団体体一一覧覧
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＜＜広広告告掲掲載載  11 ペペーージジ＞＞  

11.. カカノノママッッククススアアナナリリテティィカカルル  株株式式会会社社

22.. 株株式式会会社社  ガガスステテッックク

33.. 東東京京ダダイイレレッックク  株株式式会会社社

44.. メメイイワワフフォォーーシシスス  株株式式会会社社

55.. 柴柴田田科科学学  株株式式会会社社

66.. ママイイルルスストトーーンンゼゼネネララルル  株株式式会会社社

77.. AANNEEOOSS  株株式式会会社社

＜＜広広告告掲掲載載  11//22 ペペーージジ＞＞  

11.. 株株式式会会社社  アアイイデデッックク

22.. 株株式式会会社社  数数理理計計画画

33.. 有有限限会会社社  イイーーオオーーアアーールル

44.. 東東亜亜デディィーーケケーーケケーー  株株式式会会社社

＜＜年年会会ホホーームムペペーージジ  ババナナーー広広告告＞＞  

11.. カカノノママッッククススアアナナリリテティィカカルル  株株式式会会社社

22.. メメイイワワフフォォーーシシスス  株株式式会会社社

33.. 東東亜亜デディィーーケケーーケケーー  株株式式会会社社

44.. ググリリーーンンブブルルーー  株株式式会会社社

年会ホームページ https://sites.google.com/view/jsae64aist    

本年会の開催にあたり、上記の皆様より御協力を賜りました。 

ここに深甚なる感謝の意を表します。 

第 64回大気環境学会年会 

年会長 兼保 直樹

広告掲載企業・団体一覧（受付順）
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